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はじめての豆腐づくり
西川小学校と古月小学校の３年生（当時）が豆腐づくりに挑戦
しました。夏から栽培した大豆をさまざまな食品に加工してい
くことを１年を通して学んだ児童たちです。
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■
行
政
評
価
に
つ
い
て

行
政
評
価
っ
て
ど

ん
な
こ
と
？

行
政
評
価
と
は
、

町
が
行
う
仕
事
に

問
題
が
な
い
か
を

点
検
し
、
改
善
に
つ
な
げ

て
い
く
仕
組
み
の
こ
と
で
、

既
に
全
国
的
に
も
多
く
の

自
治
体
で
取
り
組
ま
れ
て

い
ま
す
。町

の
財
政
が
厳
し

い
か
ら
、
行
政
評

価
に
取
り
組
ん
で

い
る
の
？町

の
財
政
状
況
が

厳
し
い
の
は
間
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。

財
政
の
健
全
化
に
向
け
、

町
の
仕
事
を
効
率
的
に
行

う
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

く
必
要
で
、
行
政
評
価
に

取
り
組
む
一
つ
の
理
由
と

し
て
財
政
問
題
が
あ
る
こ

と
は
確
か
で
す
。

　

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
が

理
由
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

最
近
、「
地
方
分
権
」
と
い

う
言
葉
が
よ
く
使
わ
れ
ま

す
が
、
こ
の
地
方
分
権
と

は
、
国
か
ら
地
方
へ
権
限

や
財
源
を
移
す
こ
と
で
、

地
域
の
実
情
や
ニ
ー
ズ
に

応
じ
て
、
自
治
体
自
ら
の

判
断
で
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

　

こ
の
地
方
分
権
を
実
践

す
る
た
め
に
は
、「
何
が
地

域
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
な

の
か
」、「
今
の
や
り
方
で

問
題
が
な
い
の
か
」
と
い
っ

た
こ
と
を
自
ら
点
検
し
、

問
題
が
あ
れ
ば
改
善
し
て

い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
、
町
で
は

平
成
19
年
度
か
ら
行
政
評

価
の
取
り
組
み
を
開
始
し
、

平
成
21
年
度
に
は
、
初
め

て
外
部
評
価
を
導
入
し
ま

し
た
。

■
外
部
評
価
に
つ
い
て

外
部
評
価
っ
て
ど

ん
な
こ
と
を
し
た

の
？

外
部
評
価
の
会
議

は
、
一
般
公
開
を

原
則
に
、
平
成
21

年
11
月
か
ら
平
成
22
年
１

月
に
か
け
て
５
回
開
催
し

ま
し
た
。
外
部
評
価
委
員

は
、
外
部
の
専
門
家
、
各

種
団
体
の
推
薦
者
、
住
民

公
募
委
員
の
７
人
の
皆
さ

ん
で
す
（
左
表
）。

　

会
議
で
は
、
１
事
業
約

30
分
を
目
安
に
、
①
担
当

課
か
ら
の
事
業
説
明
、
②

事
業
に
対
す
る
質
疑
・
応

答
、
③
評
議
・
評
価
と
い

う
流
れ
で
作
業
を
行
い
ま

し
た
。

外
部
評
価
で
、
ど

ん
な
事
業
を
評
価

し
た
の
？

町
が
行
っ
て
い
る

事
務
や
事
業
は
全

部
で
約
400
事
業
あ

り
、
そ
の
う
ち
、
外
部
評

価
で
は
21
事
業
を
対
象
に

し
ま
し
た
。

　

そ
の
21
事
業
の
う
ち
、

11
事
業
は
、
平
成
21
年
８

町
で
は
、行
政
の
仕
事
を
改
善
し
、限
り
あ
る
財
源
を
よ
り
効
果
的
に
使
っ
て
い
く
た
め
、

平
成
19
年
度
か
ら
行
政
評
価
の
取
り
組
み
を
開
始
し
、
平
成
21
年
度
に
は
行
政
外
部
の

委
員
が
評
価
す
る
外
部
評
価
を
導
入
し
ま
し
た
。
今
回
は
、外
部
評
価
の
内
容
を
中
心
に
、

平
成
21
年
度
の
行
政
評
価
の
取
り
組
み
を
Ｑ
＆
Ａ
で
紹
介
し
ま
す
。

町
の
仕
事
を
総
点
検
!!

No 事業名
（総費用） 事業の目的

外部評価の結果 町の方針
評価 説　明 方針 説　明

1

ホームページ
事業
（536万円）

インターネットを通じ
て町政情報をリアルタ
イムに提供する。

手法改善

維持管理コストを縮小
すべき。また、魅力の
あるホームページにな
るよう質の向上に努め
ること。 手法改善

電算システムの更新に合わ
せて、維持管理費を削減で
きるシステムを導入する。
また、有料広告、例規集の
掲載などを検討する。

2

リサイクル
活動団体支援
事業
（353万円）

ゴミの減量化とリサイ
クルによる資源の有効
活用を行うため、資源
回収物に奨励金を交付
する。 手法改善

対象団体の範囲や料金
単価の設定を見直すべ
き。なお、将来的には
廃止を検討すべき。

手法改善

集団回収によるリサイク
ルの推進は必要だが、活
動団体の実態調査を行
い、事業の改善に努める。

3

食と農
理解促進事業
（52万円）

農作業体験などを通じ
て、子どもたちに地元
農産物や食に対して理
解を深めてもらう。　

手法改善

類似事業などと連携
し、事務合理化に努め
るべき。また、全小学
校を対象に取り組むべ
き。 手法改善

町内小学校 6 校中、3 校
しか取り組めていないた
め、多くの児童を対象に
できるよう、学校と協力
しながら実施する。

■表 外部評価の結果と町の方針（全 21 事業）

№ 事業名
（総費用） 事業の目的

外部評価の結果 町の方針
評価 説　明 方針 説　明

○

広報紙事業
（○○○万円）

町の話題や最新情報を
分かりやすく伝えるた
め、毎月 1 回、「広報く
らて」を発行する。

手法改善

町政情報を集約した紙
ベースの唯一の情報伝
達の手段なので必要だ
が、有料広告のスペー
スを増やすべき。 手法改善

有料広告スペースを多く
する。また、分かりやす
く、魅力のある紙面づく
りに今後も努めていく。

表の見方（サンプル）

限
り
あ
る
財
源
を
効
果
的
に
使
っ
て
い
く
た
め
に

事務や事業の名称と、この事業に
使った平成 20 年度の総費用（コ
スト）です。総費用には、職員の

人件費の試算額も含んでいます。

外部評価の結果の概要です。
評価は、「現状維持、手法改善、
コスト拡大、コスト縮小、統合、

休廃止」の６つ中から外部評価委員
がそれぞれ判断し、最終的に評価を
一つにまとめました。

「町の方針」は、外部評価の
結果を受けて、町が決定した
今後の取り組みの方針です。

町の計画や予算に反映すること
にしています。
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月
に
実
施
し
た
「
行
政
評

価
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
」（
調
査
結
果
は
５

ペ
ー
ジ
参
照
）
で
町
民
の

皆
さ
ん
の
意
向
を
把
握
し

た
事
業
で
す
。
主
な
も
の

は
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

福
祉
棟
運
営
事
業
、
町
民

体
育
祭
事
業
、
産
業
ま
つ

り
事
業
な
ど
で
す
。

　

残
り
の
10
事
業
は
、
町

が
自
主
的
に
行
っ
て
い
る

事
業
を
中
心
に
、
外
部
評

価
委
員
が
選
ん
だ
事
業
で

す
。
主
な
も
の
は
、
総
合

プ
ー
ル
管
理
運
営
事
務
、

人
権
問
題
地
区
懇
談
会
事

業
、
町
職
員
研
修
事
務
な

ど
で
す
。外

部
評
価
の
評
価

結
果
は
？

外
部
評
価
の
結
果

は
、
下
の
表
の
「
外

部
評
価
の
結
果
」
に
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

評
価
に
当
た
っ
て
は
、 

①
現
状
維
持
（
現
状
の
ま

ま
実
施
す
る
）

②
手
法
改
善
（
事
務
の
や

り
方
を
改
善
し
て
、
事
業

効
果
を
高
め
る
な
ど
）

③
コ
ス
ト
拡
大
（
コ
ス
ト

を
増
や
し
、
事
業
効
果
を

さ
ら
に
高
め
る
な
ど
）

④
コ
ス
ト
縮
小
（
コ
ス
ト

を
減
ら
し
、
事
業
規
模
を

縮
小
す
る
な
ど
）

⑤
統
合
（
他
の
事
業
と
統

合
し
、
事
業
の
相
乗
効
果

を
高
め
る
な
ど
）

⑥
休
廃
止
（
事
業
を
休
止

ま
た
は
、
廃
止
す
る
）

　

以
上
の
６
つ
の
中
か
ら

外
部
評
価
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ

判
断
し
、
最
終
的
に
評
価
を

一
つ
に
ま
と
め
ま
し
た
。

№ 事業名
（総費用） 事業の目的

外部評価の結果 町の方針
評価 説　明 方針 説　明

4

ふれあい
フェスタ
（469万円）

健康と福祉の大切さを
考える機会の場（イベ
ント）を開催する。

コスト縮小

集客にこだわらず本来
の事業目的を重視すべ
き。また、他のイベン
トと統合して実施すべ
き。 コスト縮小

景品や委託料を見直しコ
ストを削減する。また、
産業まつりとの同時開催
を検討する。

5

総合福祉セン
ター運営事業
（福祉棟）
（5,314万円）

心 身 と も に リ フ レ ッ
シュできる憩いの場と
して、入浴施設を併設
した施設を運営する。

コスト縮小

コストの削減に努め、ま
た、PR 活動も積極的に
行うべき。なお、長期
的には施設のあり方を
廃止を含め検討すべき。 コスト縮小

指定管理者と連携して業
務を細かく点検しコスト
の削減に努める。また、
PR 活動を積極的に行い、
利用者の増加に努める。

6

図書室管理
運営事務
（258万円）

図書の閲覧や貸出を通
じて、学習の機会を充
実させる。

コスト縮小

新規図書の購入内容や
貸出業務を見直し、人
件費を含め大幅にコス
トを削減すべき。

コスト縮小

子ども向けの児童図書の
整備を重点的に行う。ま
た、貸出業務にかかる管
理コストを見直し、コス
トを削減する。

7

情報通信技術
講習事業
（IT 講習）
（129万円）

パソコンの基本的な技
術を習得する講習会を
開催する。

休廃止

パソコン講座は民間で
もある。また、事業の
当初の目的は達成され
たと判断するので廃止
すべき。 コスト縮小

継続して実施するが、講
習回数を半減させコスト
を削減する。将来的には
公民館サークルなどの自
主運営に切り替える。

8

町民体育祭
事業
（549万円）

スポーツを通じて住民
のふれあい・交流を促
進するため、町民体育
祭を開催する。

手法改善

住民主導へ転換するた
め、住民ボランティ
アを募り、行政は必要
最低限の支援を行うべ
き。 手法改善

住民のコミュニティ意識
の醸成には必要である
が、プログラムの変更に
ついては今後も検討して
いく。

9

中央公民館
長谷別館管理
運営事業
（190万円）

住民の文化や教養の活
動を促進するため、公
民館（長谷別館）を運
営する。

休廃止

できる限り経費をかけ
ない方法で、撤去し、
早期に廃止すべき。

休廃止

地元住民との調整や財産
処分の手続きに時間はか
かるが、廃止の方向で検
討する。

■表のつづき

■行政評価外部評価委員会名簿
（敬称略）

選出
区分 役職 氏名 所属団体等

学識
経験 委員長 松 尾 潤 一 有限責任監査法人

トーマツ福岡事務所

団体
推薦

職務
代理 藤 井 睦 彦 区長会

委員 堀 角 泰 正 商工会（青年部）

委員 五百路恵美子 行財政改革
推進委員会

委員 中 西 由 紀 子 企業関係

公募
委員

委員 栗 田 和 廣

委員 小 松 原 正 春



外
部
評
価
で
「
休

廃
止
」
と
さ
れ
た

事
業
は
、
本
当
に

や
め
る
の
？

外
部
評
価
の
結
果

が
最
終
決
定
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
外
部

評
価
の
結
果
や
意
見
を
参

考
に
し
な
が
ら
、
町
が
検

討
し
、
最
終
的
な
取
り
組

み
の
方
針
を
決
定
し
ま
し

た
。
そ
の
内
容
を
下
の
表

「
町
の
方
針
」
に
掲
載
し
て

い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ

い
。

会
議
で
は
、
ど
ん

な
質
問
や
意
見
が

あ
っ
た
の
か
知
り

た
い
が
？会

議
で
多
か
っ
た

質
問
や
意
見
は
、

事
業
の
目
的
や
お

金
の
使
い
道
、
さ
ら
に
は
、

職
員
の
事
務
の
内
容
に
つ

い
て
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、「
事
業
の

目
的
が
不
明
確
で
、
何
の

た
め
に
や
っ
て
い
る
か
分

か
ら
な
い
」、「
改
善
し
よ

う
と
す
る
姿
勢
が
感
じ
ら

れ
な
い
」、「
事
務
を
合
理

化
す
れ
ば
人
件
費
の
削
減

も
可
能
で
は
な
い
か
」
と

い
っ
た
内
容
で
、
町
に
と
っ

て
は
厳
し
い
も
の
で
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な

厳
し
い
意
見
は
、
町
の
事

業
の
こ
と
を
真
剣
に
考
え

て
い
た
だ
い
て
い
る
か
ら

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
町
は
、
こ
の
よ
う
な

外
部
評
価
委
員
の
意
見
を

重
く
受
け
止
め
、
事
業
の

有
効
性
や
効
率
性
の
向
上

に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、

職
員
の
意
識
改
革
を
進
め

る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

外
部
評
価
の
詳
し

い
内
容
が
知
り
た

い
が
、
ど
こ
で
見

れ
る
の
？外

部
評
価
の
詳
し

い
内
容
は
、
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

役
場
企
画
財
政
課
で
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他下

の
表
の
「
総
費

用
」
に
は
職
員
の

人
件
費
を
含
ん
で

い
る
け
ど
、
な
ぜ
含
ん
で

い
る
の
？事

業
を
実
施
す
る

た
め
に
は
、
職
員

が
仕
事
を
す
る
こ

と
が
必
要
で
、
そ
こ
で
人

件
費
が
発
生
し
ま
す
が
、

町
の
総
予
算
の
う
ち
、
人

件
費
の
占
め
る
割
合
は
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
町
の
行
政

評
価
で
は
、
人
件
費
を
含

め
た
総
費
用
（
コ
ス
ト
）

を
評
価
の
「
も
の
さ
し
」

と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
こ

れ
ま
で
コ
ス
ト
を
余
り
か

け
て
い
な
い
と
思
っ
て
い

た
町
民
体
育
祭
や
ふ
れ
あ

い
フ
ェ
ス
タ
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
系
の
事
業
で
も
、
人

件
費
を
含
め
る
と
多
く
の

コ
ス
ト
が
必
要
だ
と
分
か

り
ま
し
た
。

　

休
日
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど

の
勤
務
は
、
原
則
、
勤
務

日
の
振
り
替
え
で
対
応
し

て
い
ま
す
が
、
通
常
業
務

へ
の
影
響
な
ど
を
考
え
る

こ
と
も
必
要
に
な
り
ま
す
。

◆◆　問い合わせ　◆◆
役場企画財政課政策財政班
TEL 42 － 2111( 内線 342)
行政評価の内容は町ホームページでも
閲覧することができます。

検索
http://www.town.kurate.fukuoka.jp
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№ 事業名
（総費用） 事業の目的

外部評価の結果 町の方針
評価 説　明 方針 説　明

10

大谷自然公園
管理運営事務
（668万円）

大自然の中で、野外活
動やレクリエーション
など、学習体験活動が
できる場を提供する。

手法改善

新しい施設で廃止は難
しいが、PR 活動の充
実や利用者の増加に努
めるべき。

手法改善

利用者の増加につながる
よう、積極的に PR 活動
を行う。また、利用者の
要望を反映した施設運営
に努める。

11

産業まつり
事業
（353万円）

町の産業の振興や地域
の活性化に向けてにぎ
わいのあるイベントを
開催する。

手法改善

さらに、にぎわいのあ
るイベントになるよ
う、町内企業への働き
かけなどに取り組むべ
き。 手法改善

他のイベントとの同時開
催や、町内企業への働き
かけなどを検討する。

12

教材備品整備
事務
（1,540万円）

学校の授業で必要な教
材や備品を購入し、子
どもたちの教育環境を
充実させる。

コスト縮小

備品の使用状況や耐用
年数を台帳で適切に管
理すればコストを削減
できるはず。また、業
務内容を見直すべき。 コスト縮小

備品の使用状況や劣化状
況を効率的に点検するた
め備品台帳を改善する。ま
た、学校間での相互利用を
進めコストを削減する。

13

保育所・幼稚
園学用品費補
助金事務
（244万円）

保育所児童と幼稚園児
の就学前の教育の充実
や保護者の経済負担を
軽減するため、学用品
費を補助する。 現状維持

財政的に可能であれ
ば、もっとお金を使う
べきだが、財政事情が
厳しいため現状のまま
実施すべき。 現状維持

今後も継続して実施す
る。また、若年層の定住
促進に向け、総合的な子
育て施策について検討す
る。

14

総合プール
管理運営事務
（234万円）

水泳を通じて、住民の
健康増進につなげるた
め、町営のプールを運
営する。

休廃止

楽しみにしている利用
者はいると思うが、25m
の競泳プールが漏水で使
用できない状況などを考
慮すると廃止すべき。 現状維持

多くの子どもたちが利用
している現状を踏まえる
と、子どもたちの遊び場
の確保は必要であり、今
後も継続して実施する。

15

人権問題
地区懇談会
事業
（199万円）

人権について正しい知
識 と 認 識 を 深 め る た
め、人権問題地区懇談
会を開催する。

手法改善

参加者の固定化や講演
会方式では有効とはい
えないので実施方法を
改善すべき。また事務
を合理化すべき。 手法改善

地域主導型で取り組んでい
るが、参加者の固定化と
いった課題があるので、地
域と行政が一体となって有
効な実施方法を検討する。

■表のつづき
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№ 事業名
（総費用） 事業の目的

外部評価の結果 町の方針
評価 説　明 方針 説　明

16

敬老の日事業
（429万円）

敬老の日に合わせて高
齢者の皆さんを敬い、
長寿を祝うため、70 歳
以上の人にお弁当代と
記念品を支給する。 コスト縮小

事務の合理化や記念品
のタオルの支給の是非
について検討し、コス
トを削減すべき。

コスト縮小

高齢者を敬い長寿を祝う
ため、今後も継続して実
施するが、記念品のタオ
ルについては経費を削減
する方向で検討する。

17

資料館企画展
開催事業
（338万円）

地域の歴史の継承や文
化財保護を普及させて
いくため、企画展を開
催し収蔵資料を公開す
る。 手法改善

文化施策は費用対効果
だけで判断できない
が、総費用のうち、人
件費を多く使っている
ので見直すべき。 手法改善

来館者も多く、今後も資
料館の重要な事業として
実施するが、コスト削減
につながるような実施方
法を検討する。

18

総合福祉セン
ター運営事業
（管理・保健棟）
（1,454万円）

住民の健康増進につな
がるよう、保健事業な
どを推進するための施
設を運営する。

手法改善

利用者の増加に努め、
施設を有効活用すべき。
また、施設内の健康器
具（自転車）は他の施
設にもあり見直すべき。 手法改善

PR 活 動 を 積 極 的 に 行
い、施設の有効利用に努
める。また、施設内の健
康器具（自転車）は、見
直す方向で検討する。

19

総合福祉セン
ター運営事業
（ふれあい棟）
（1,322万円）

住民や町内勤労者の健
康 増 進 に つ な が る よ
う、スポーツやトレー
ニングができる施設を
運営する。 コスト縮小

トレーニングルームは、
事業のあり方を検討し、
コストを削減すべき。
また、施設の料金設定
について検討すべき。 手法改善

指定管理者と連携して業
務を細かく点検しコスト
の削減に努める。また、
PR活動を積極的に行い、
利用者の増加に努める。

20

町営住宅維持
事業
（2,171万円）

町営住宅の安全性や居
住 水 準 を 確 保 す る た
め、必要に応じて家屋
の補修を行う。

現状維持

町営住宅を維持してい
くための事業は必要で
あり、現状のまま実施
すべき。

現状維持

安全性や居住水準を確保
するためには、維持補修
は必要であるため、今後
も継続して実施する。

21

町職員研修
事務
（142万円）

職員としての知識や業
務の処理能力を向上さ
せるため、職員を対象
に研修を実施する。

手法改善

職員一人ひとりの意識改
革につながるような研修
を実施すべき。また、民
間企業で行われている研
修なども導入すべき。 手法改善

グループ研修や職場内研修
（OJT）、さらには、自主研
究グループなど、職員の意
識改革につながるような研
修方法を導入していく。

■表のつづき

■主要事業の評価 単位（％）
　

町
民
の
多
く
の
人
の

意
見
を
今
後
の
行
政
運

営
や
行
政
評
価
に
反
映

す
る
た
め
、
平
成
21
年

８
月
に
町
内
の
20
歳
以

上
の
千
人
を
無
作
為
に

選
び
、
郵
送
に
よ
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果

の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

　

な
お
、
調
査
報
告
書

は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
、
町
企
画
財
政

課
で
閲
覧
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

○
回
答
率　

約
30
％

○
回
答
者
の
性
別

・
男
性　

約
43
％

・
女
性　

約
56
％

○
回
答
者
の
年
齢

・
20
～
30
代　

約
23
％

・
40
～
50
代　

約
38
％

・
60
代
以
上　

約
37
％

○
設
問
の
内
容

(1)
行
政
施
策
の
満
足
度

　

と
重
要
度

(2)
主
要
事
業
の
評
価

　

※
結
果
は
左
表
参
照

(3)
公
共
バ
ス
事
業

№ 事務事業名 現状
維持

やり方
を工夫

もっと
充実

コスト
抑制

見直し
（廃止含む）無回答

1 ホームページ事業 21.9 15.0 11.4 35.6 8.5 7.5

2 リサイクル活動
団体支援事業 42.5 20.9 16.0 11.4 4.2 4.9

3 食と農
理解促進事業 56.2 14.1 20.9 2.3 2.3 4.2

4 ふれあいフェスタ 22.9 20.9 4.2 30.1 12.4 9.5

5 総合福祉センター
運営事業（福祉棟）26.8 25.8 7.5 24.5 6.5 8.8

6 図書室
管理運営事業 33.7 21.6 22.5 12.4 4.2 5.6

7 情報通信技術講習
事業（IT 講習） 35.0 19.0 16.0 9.8 14.1 6.2

8 町民体育祭事業 11.4 20.3 4.2 15.0 43.8 5.2

9 中央公民館長谷
別館管理運営事業 22.9 23.2 5.2 5.9 33.7 9.2

10 大谷自然公園管理運営事業 19.3 23.5 9.8 17.3 20.3 9.8

11 産業まつり事業 27.1 27.1 13.1 14.1 11.1 7.5

※アンケート調査を行った 11事業については、外部評価の対象としました。

行
政
評
価
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

調
査
結
果
の
概
要



　３月７日、教育委員会・体育指導委員の主催で町内を散策するウォーキングが行
われました。参加者は長谷観音から新北のからくり木工を目指し、そこから室木の「人
生の楽園」ロケ地まで約６㎞の行程を 31 人の参加者は体育指導委員の指導のもと
ウォーキングを行いました。からくり木工では、時
間のたつのも忘れ、からくり人形のボタンを押した
り、ハンドルを回したりと楽しそうでした。また、「人
生の楽園」のロケ地でもブランコにのったりすべり
台をすべったりと楽しそうでした。あいにくの天候
でしたが参加者には楽しいウォーキングになったよ
うです。

まちの話題 My Town Topics

食の大切さを学ぶ
▶小学生がみそ汁と豆腐作りに挑戦

　できたての豆腐を持って
にっこり。３月４日は西川
小学校３年生が、８日は古
月小学校３年生（いずれも
当時）が、みそ汁と豆腐作
りに挑戦しました。児童た

ちは夏から自分たちで作ってきた大豆を使って、11 月には
みそ作りを体験し、この日は豆腐作りに挑戦です。鞍手町
農業女性の会の指導のもと初めて
作った豆腐は、みそ汁の具材にも
なりました。できあがった豆腐を
味見すると「スーパーのよりおい
しい」という声もあがっていまし
た。みそも手作り、豆腐も手作り。
材料の大豆までもすべてが手作り。
両校の児童たちは食の大切さを学
んだ１年間でした。

　長崎県南島原市で行われているセミナリヨ版画展。西川小
学校の４年生（当時）15 人が応募したところ、４人の児童の
作品が入賞・入選しました。このうち森安海月さんが南島原
市文化協会賞、森下朋美さんが長崎文化放送賞を受賞しまし
た。入選に谷口雄亮くん、松村望友さんの作品が選ばれました。
これからも素敵な作品を作っていってください。

西川小児童が版画展で入賞
▶南島原市文化協会賞と長崎文化放送賞

　古月小学校の３年生（当時）が町内の施設を社会見学。
この日訪れたのは、中央公民館など３箇所。役場では、
議事堂で町長さんと対面し、「１日のスケジュールは？」
などの質問に答えてもらいました。その後は、秘密の部
屋探しが始まりました。秘密の部屋はコンピューター室
です。大きな機器にとても興味津々の児童たちは質問を
したり、メモを取ったりと大忙しで、時間の限られた中

で総務課、税務住民
課や保険健康課など
に立ち寄り職員にさ
まざまな質問をして
いました。

いろんな仕事がいっぱいだ
▶３月２日、町内の施設を社会見学

　３月４日、西川第一保育所で異動交番が行われました。
不審者が侵入したのを想定した訓練では逃げ惑った園児
たちも啓発ビデオを見るときは真剣な眼差し。お巡りさ
んの所持品コーナーでは警察手帳にとても興味を示した
りと楽しい時間を過
ごしました。でも最
後には、「知らない人
にはついていかない」

「ひとりで遊ばない」
などお巡りさんと５
つの約束をした子ど
もたちでした。

西川第一保育所の異動交番
▶５つの約束をしました

人生の楽園をめぐる
▶ウォーキングでリフレッシュ

　森下朋美さん　
版画で入賞するとは思わなかったので、
聞いてビックリしました。

　森安海月さん
昼休みも頑張った甲斐がありました。こ
れからも版画や絵を描いていきたいです。
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　最近はペットとして犬を飼う人が増えてい
ます。しかし、同時にペットとして飼うので
あればマナーも守らなくてはいけません。剣
南小学校の通学路では犬のフンがあちこちに
放置してあるそうです。散歩などの途中で犬
がフンをした場合は必ず処理をして家に持っ
て帰るようにしましょう。また、ごみの不法
投棄も同じことです。西川小学校の通学路で

は、道路や川などにごみのポイ捨てが多く、ごみを拾っても、ま
たごみがポイ捨てされているということ
が続いているそうです。みなさん、ごみは
環境を破壊するばかりでなく、町の景観も
悪くしてしまいます。私たちの住んでい
る町です。一人ひとりの心がけで町はき
れいになります。ご協力をお願いします。

神
か み も り

森咲
さ き

来ちゃん
平成19年４月25日生まれ
とっても甘えん坊のお姉ちゃんです
が、最近はよく妹のお世話やお母さん
のお手伝いをしてくれます。いつもあ
りがとう。咲来が元気に走り回る姿を
見るたびにとてもうれしくなります。
明るく優しい女の子でいてね。（父　正茂
さん、母　智恵さん・永谷）

濱
は ま

  芽
め い な

衣奈ちゃん
平成21年４月５日生まれ
めいちゃん１歳のお誕生日おめでと
う!! HeySayJump の踊りも上手、歩
くのも上手になったね。めいちゃんの
成長が楽しみです。百々に負けないぐ
らい元気いっぱいに育ってね!!（父　浅
夫さん、母　早苗さん・室木）

織
お り お

尾　雅
みやび

ちゃん
平成21年４月４日生まれ
雅、１歳のお誕生日おめでとう!! １年前は
雅が生まれてくるのをお父さん、お母さ
ん、寿兄、亘兄でとても楽しみに待ってい
ましたョ!! これからは、お兄ちゃんと仲良
く、そして優しく元気な子に育ってくださ
いネ。本当に私たちの子どもに生まれてき
てくれてありがとう。そしておめでとう

（父　充広さん、母　由美さん・小牧）

日ごろの練習の成果を披露
▶三桜会舞踊発表会
　３月 14 日、中央公民館で三桜会の舞踊発表会が行われました。
花柳流と藤間流の会員が出演しての発表会。会員たちは日ごろの

練習の成果を存分に発揮し、熱気が
伝わってきました。また、会場から
も温かい拍手がたくさん。出演者も
来場者もそれぞれに発表会を堪能し
ていたようです。

　鞍手公園で「第５回環境美化ボランティア鞍手公園クリーン大
作戦」がありました。年々参加者が増えて、定着している活動です。
今年は、地域住民のほかにも大和ハウス、商工会、ライオンズク
ラブ、役場などの町内企業や団体のみなさん約200人が参加。年々、
ゴミの量が減少しているのは、こ
のようなボランティア活動のお
かげかもしれませんね。主催し
た鞍手町ボランティア連絡協議
会は、「参加者も年々増えて感謝
している。今後も活動を続けて
行きたい」と話してくれました。

公園はいつもきれいに
▶３月 14日、鞍手公園で清掃ボランティア

中
な か ま る

丸玲
れ お ん

音くん
平成19年４月28日生まれ
☆３歳のお誕生日おめでとう☆弟の琉
衣にもいつも優しくて、お手伝いもし
てくれてありがとう。これからも元気
でたくましく育ってね。（父　裕司さ
ん、母　理恵さん・中山）

きれいな町のために
▶マナーを守りましょう

４月生まれ
Happy  birthday  to  you.

お待ちしています
毎月、発行月に誕生日を迎える満３歳までのちびっ子を募
集しています。５月生まれは、４月12日（月）までに電
話で役場総務課☎４２局２１１１番へお申し込みください。

すくすく
日記

兼
か ね ざ ね

實雅
ま さ と

人くん
平成21年４月27日生まれ
愛嬌たっぷり、我が家の癒し系、雅人!!
１歳のお誕生日おめでとう。お兄ちゃ
ん、お姉ちゃんにもみくちゃにされて
も動じない姿……たくましいです（笑）
これからもみんな仲良く元気に大きく
なってください!!（父　幸一さん、母　
友子さん・新延）

春の甲子園とバスケット九州大会
▶鞍手っ子は頑張っています
　春の高校選抜野球大会に、自由ヶ丘高校（八幡西区折尾）が出場。
選手のひとりに吉原裕貴くん（古門）が出場。この広報がみなさん
のお手元に届く頃には結果がわかっているでしょうか。また、３月
12 日から 14 日に大分市で行われた新人中学バスケットボール競技
大会九州大会に折尾中学の日高由貴さん（新延）、小田原真美さん

（新延）が出場しました。結果は２回戦で敗退と残念な結果でしたが、
気持ちを切り替え次の試合を目指して頑張ってください。

古
こ た に

谷美
は る な

奈ちゃん
平成19年４月11日生まれ
はるちゃん３歳のお誕生日おめでと
う。笑顔たっぷりのはるちゃんに、毎日
みんな癒されています。これからも元
気いっぱい保育園、頑張ってね♡（父
隆行さん、母　ちずるさん・新延）
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地
域
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子
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、
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生
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な
い
集
団
生
活
を
通
じ
自
立
性
を
尊
重
し
、
社
会

性
を
育
て
、
規
範
意
識
を
高
め
る
た
め
の
通
学
合
宿
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

●
と
き　

５
月
９
日
（
日
）
か
ら
５
月
15
日
（
土
）
６
泊

７
日

●
と
こ
ろ　

鞍
手
町
中
央
公
民
館
長
谷
別
館

●
参
加
費　

五
千
円
（
食
事
代
と
し
て
）

●
参
加
要
件　

小
学
校
３
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で

●
定
員　

20
人

●
問
い
合
わ
せ　

南
陵
塾
（
太
鼓
）
事
務
局
☎
４
２
局

６
５
７
１
番
ま
で

楽しかったこと、悲しかったこと、思い出、地域のできごと、イラストや
マンガ、エッセイ、サークルのお誘い、趣味や宝物、広報へのご意見・ご
感想などどしどしお寄せください。あなたの住所、名前、年齢、電話番号も忘
れずに。投稿された人には、記念品を差し上げます。 ひろば読者の

皆さんの
ページ
です。

木彫教室に入会して今年で４年目に
なります。少しは上達したかとは思い
ますが、これからも教室の皆さんに指
導していただき頑張りたいと思いま
す。

2010.４−８

大
谷
自
然
公
園
で
遊
ぼ
う

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

●
南
陵
塾
（
太
鼓
）
事
務
局

南
陵
塾
で
は
、毎
年
恒
例
と
な
っ
た
野
外
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。
キ
ャ
ン
プ
を
想
定
し
た
野
外
カ

レ
ー
作
り
で
交
流
を
深
め
た
り
、
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
し
た
り
と
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
と
き　

５
月
16
日
（
日
）
午
前
９
時
か
ら

●
と
こ
ろ　

大
谷
自
然
公
園

●
対
象　

小
学
生
（
保
護
者
同
伴
）

●
参
加
料　

五
百
円
（
保
険
料
含
む
）

●
募
集
人
員　

50
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

申
し
込
み
な
ど
詳
し

い
こ
と
は
南
陵
塾
（
太
鼓
）
事
務
局
☎
４
２
局

６
５
７
１
番
ま
で

南
陵
通
学
体
験
合
宿
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

●
南
陵
塾
（
太
鼓
）
事
務
局

前
年
度
も
頑
張
り
ま
し
た

今
年
も
全
力
で
頑
張
り
ま
す

新
入
部
員
も
募
集
し
て
い
ま
す

●
鞍
手
パ
ー
ソ
ン
ズ
Ｍ
Ｂ
Ｂ
Ｃ

鞍
手
パ
ー
ソ
ン
ズ
で
は
３
月
に
３
期
生
を
卒
団
さ

せ
ま
し
た
。
前
年
度
は
、
東
部
大
会
４
位
と
県
大
会

を
２
ゴ
ー
ル
で
優
勝
を
逃
し
ま
し
た
が
、
と
び
う
め

杯
、
綾
形
杯
を
一
部
（
県
大
会
レ
ベ
ル
）
パ
ー
ト
で

出
場
し
一
勝
一
敗
と
貴
重
な
経
験
を
し
ま
し
た
。
Ｂ

Ｓ
カ
ッ
プ
で
は
一
点
差
で
準
優
勝
と
着
々
と
力
を
つ

け
て
い
ま
す
。
４
月
か
ら
は
新
メ
ン
バ
ー
で
の
ス

タ
ー
ト
と
な
り
ま
す
。
一
緒
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
と
き　

火
・
水
・
金
曜
日
の
午
後
５
時
か
ら
７
時
ま
で
と
土
曜
日
の
午

後
２
時
か
ら
５
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

▽
火
・
金
・
土
曜
日
＝
新
延
小
学
校
▽
水
曜
日
＝
く
ら
じ
の

郷
（
福
祉
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
棟
）

●
問
い
合
わ
せ　

鞍
手
パ
ー
ソ
ン
ズ
Ｍ
Ｂ
Ｂ
Ｃ 

白
水
☎
（
０
９
０
）
９
６

５
９
局
５
６
３
０
番
ま
で

俳句 亀井かおるさん
（唐ヶ崎）

肥薩のスイッチバック
で矢岳トンネルを抜ける
と、列車が一時停車し車
窓に広がる雄大な霧島連
山高千穂の風景が見られ
る展望。そのときの感動
の一句です。

木彫 吉永法明さん
（新延）

高
千
穂
を  

ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク  

鳥
曇
り    

林マチ子さん
（大池）

白いＴシャツを染めて型染友禅を
してみました。型染は型紙に図案を
彫って何枚も重ねて色を入れます。こ
の牡

ぼ た ん

丹は５枚彫
りました。一度
彫っておくと何
枚も作れて便利
ですが、その都
度色を変えるの
で同じものは出
来ません。

手描き友禅

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ピ

ヨ
ピ
ヨ
」
で
は
、
読
み
聞
か
せ
活
動

の
仲
間
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
本
を

通
し
て
子
ど
も
た
ち
と
触
れ
合
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

●
活
動
日　

毎
週
木
曜
日
午
後
１
時

30
分
か
ら
３
時
30
分
ま
で

●
活
動
場
所　

中
央
公
民
館
・
く
ら

じ
の
郷

●
活
動
内
容　

読
み
聞
か
せ
活
動
や

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
の
お
手
伝
い
な
ど

●
問
い
合
わ
せ　

由
衛
久
子
☎
４
２
局

７
８
１
７
番
ま
た
は
中
央
公
民
館
ま

で ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
仲
間
を

募
集
し
て
い
ま
す

●	

読
み
聞
か
せ
ピ
ヨ
ピ
ヨ



すてきな作品をお待ちしています

ねんど細工や絵、書、紙細工、陶
芸、俳句、短歌など自慢の一品は、
ありませんか。「広報ぎゃらりー」
では、紙面を彩るあなたの作品を
お待ちしています。作品について
の100字以内の感想もお願いしま
す。役場総務課☎４２局２１１１
番まで、ご連絡ください。

広報
ぎゃらりー

押し花手編み
全体が模様編みの袖付きベストです。
濃い紫色で編みましたが、意外とかわい
らしいベストに
なりました。

ふと気付くと春を告げるかのよう
に、春蘭が芽吹いています。緑の色
も鮮やかに気に入った作品のひとつ
となりました。庭に咲いた花を額に
納めることが
出来るのはと
てもうれしい
ものです。

９−2010.４

奈木野ツヤ子さん
（い牟田）

谷田ツルヱさん
（中山）

Relay Essay

私
は
、今
年
で
50
歳
に
な
り
ま
す
。今
さ

ら
柔
道
が
強
く
な
っ
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
出
た
い
だ
な
ん
て
夢
は
持
ち
ま
せ
ん
。

私
は
子
ど
も
の
こ
ろ
に
柔
道
を
始
め
、

今
は
鞍
手
の
武
道
館
で
子
ど
も
た
ち
に

柔
道
を
教
え
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

家
族
に
は
柔
道
を
し
て
い
る
の
で
は
な

く
柔
道
で
飲
み
会
ば
っ
か
り
し
て
い
る

と
思
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
私
に
と
っ
て

の
、
柔
道
は
飲
み
会
も
修
行
の
う
ち
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

柔
道
を
教
え
て
い
て
よ
く
思
う
の
で
す

が
、
こ
こ
に
来
る
子
ど
も
た
ち
は
学
年
の

違
う
子
ど
も
た
ち
と
上
手
に
付
き
合
っ

て
い
る
な
と
感
じ
ま
す
。「
最
近
の
子
ど

も
は
家
で
遊
ぶ
た
め
友
だ
ち
と
の
付
き

合
い
方
が
わ
か
ら
な
い
」
な
ど
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
柔
道
を
す
る
子
ど

も
た
ち
は
ま
っ
た
く
そ
ん
な
風
に
は
見

え
ま
せ
ん
。
年
上
の
子
ど
も
は
年
下
の
子

の
面
倒
を
よ
く
見
て
や
っ
て
い
る
し
、
年

下
の
子
は
上
手
に
年
上
の
子
に
甘
え
て

い
ま
す
。
や
っ
ぱ
り
柔
道
は
お
互
い
に
組

み
合
っ
て
投
げ
た
り
、
投
げ
ら
れ
た
り
し

て
相
手
の
痛
み
が
わ
か
る
か
ら
相
手
を

思
い
や
れ
る
よ
う
に
な
れ
る
の
か
な
と

思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
さ
し
く
嘉
納

治
五
郎
先
生
の
「
自
他
共
栄
」
の
教
え
が

こ
の
子
た
ち
に
も
理
解
で
き
て
い
る
の

か
な
と
思
わ
さ
れ
ま
す
。

最
後
に
私
の
柔
道
の
夢
は
、
鞍
手
の
武

道
館
で
柔
道
を
教
え
た
子
ど
も
た
ち
が

大
き
く
な
っ
て
こ
こ
を
巣
立
っ
た
後
、
何

年
か
何
十
年
か
先
に
、
ま
た
こ
こ
に
戻
っ

て
き
て
子
ど
も
た
ち
と
柔
道
を
し
て
く

れ
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
練

習
の
後
に
「
先
生
、
今
日
は
ど
こ
で
飲
み

ま
す
か
」
な
ど
と
言
っ
て
く
れ
る
日
が
く

る
と
期
待
し
て
、
こ
こ
で
柔
道
を
続
け
た

い
と
思
い
ま
す
。

次
回
は
、
柳
原　

誠
さ
ん
（
弥
生
）
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

和
田
秀
樹
さ
ん
（
小
牧
・
49
歳
）

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー　
晴
れ
た
ら
い
い
ね
。
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手
話
を
使
っ
て

話
し
て
み
ま
せ
ん
か

●
鞍
手
町
社
会
福
祉
協
議
会

鞍
手
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
手
話
入

門
講
座
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
と
き　

５
月
13
日
か
ら
10
月
21
日
ま
で
の

毎
週
木
曜
日
。
時
間
は
、
午
後
７
時
か
ら

午
後
９
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
学
習
室
）

●
募
集
人
員　

20
人　

中
学
生
以
上
で
町
内

在
住
及
び
在
勤
の
人
（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
）

●
受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
と
し
て

千
二
百
円
が
必
要
）

●
申
込
期
限　

４
月
30
日
（
金
）
ま
で

●
問
い
合
わ
せ　

鞍
手
町
社
会
福
祉
協
議

会
☎
４
２
局
７
８
０
０
番
ま
で

木
洩
れ
日
俳
句
会

仲
間
を
募
集
し
て
い
ま
す

●
木
洩
れ
日
俳
句
会

中
央
公
民
館
自
主
サ
ー
ク
ル
木
洩

れ
日
俳
句
会
で
は
、
入
会
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
俳
句
に
興
味
の
あ
る

人
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
活
動
日　

毎
月
第
２
・
第
４
木
曜

日
。
時
間
は
午
後
０
時
30
分
か
ら

３
時
30
分
ま
で

●
活
動
場
所　

中
央
公
民
館

●
問
い
合
わ
せ　

木
洩
れ
日
俳
句
会

世
話
係　

亀
井
か
お
る
☎
４
２
局

２
０
３
６
番
ま
で

楽
し
め
る

書
道
小
作
品
展

●
郷さ

と

の
会

郷
の
会
（
書
道
）
で
は
、
剣
第
二
保
育
所

と
西
川
第
二
保
育
所
の
３
月
に
卒
業
し
た
園

児
た
ち
と
合
同
で
次
の
と
お
り
展
示
会
を
行

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

●
と
き　

４
月
21
日
（
水
）
か
ら
25
日
（
日
）

午
前
11
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
（
最
終
日

は
午
後
３
時
ま
で
）

●
と
こ
ろ　

て
ん
て
こ
ま
い
２
階
（
中
山
裏

田
団
地
）

●
問
い
合
わ
せ　

郷
の
会 

代
表 

岡
部
黄
華

☎
（
０
９
０
）
９
５
８
２
局
６
０
６
２
番

ま
で



　

国
民ほん
大好き

中央公民館図書室☎42局7200番

中央公民館
図書室からの
お知らせです。BookINFOR

MATION

／４月の休館日は、７日（水）です
／開館時間は午前９時から午後５時までです／返却期限が過ぎている本は、至急ご返却ください

どれだけ歩き続ければ別れを受け入
れられるのだろう。幼い息子を喪っ
た父「その日」を前にした母に寄り
添う少女。生と死がこだまする、ふ
たりの巡礼の旅。わが子はその瞳で
数えきれないほどの光景を見るはず
だった。１歳の誕生日を迎えたばか
りで眠るように死んだ。圧倒的な彼
岸の風景と土地に残る死の記憶がも
たらした奇跡の再生の物語。

きみ去りしのち
作＝重松　清

絵本には楽しむためだけのものとは
別に「本当のことをやさしく、きち
んと伝えてくれる」というもうひと
つの側面があるように思います。こ
れは乳がんになったお母さんとその
家族のために考えられた絵本。子ど
もを一人の人間として尊重している
からこそ生まれてくる言葉が心に響
きます。病気に対して、いのちに対
して真摯に向き合う姿がそこにはあ
ります。

おかあさん だいじょうぶ
作＝乳がんの親とその子どものためのプロジェクト

中でもこの本がお勧めです。

●一般の本

／寂滅の剣（作＝北方謙三）／スターバト・マーテ
ル（作＝篠田節子）／ラガド煉獄の教室（作＝両角
長彦）／ダウンタウン（作＝小路幸也）／波枕おりょ
う秘抄（作＝鳥越碧）／セシルのもくろみ（作＝唯
川　恵）／ボクハ・ココニ・イマス消失刑（作＝梶
尾真治）／教室の亡霊（作＝内田康夫）／キケン（作
＝有川　浩）

今月新しく入りました。

●子どもの本

／まんまるがかり（作＝おくはらゆめ）／がんばっ
たね、ちびくまくん（訳＝たなかあきこ）／四角い
クラゲの子（作＝今江祥智）／さくら（作＝長谷川
摂子）／ほわほわさくら（訳＝ひがしなおこ）／や
さしいきょうりゅう（作＝オオノヨシヒロ）／うれ
しくてうれしくて（作＝かさいまり）

◉なぜ絵本なの？
　赤ちゃんには「自分は大切な存在である、愛されてい
る存在である」と思える体験が大切だと言われています。
絵本には、赤ちゃんを抱いて語りかけ、顔を見て、一緒
に楽しいひとときを過ごすことが出来る不思議な力があ
ります。

◉赤ちゃんに絵本は早いのでは？
　赤ちゃんにも好きな絵や音、色があるように、絵を見
つめたり指さしたり、読んでくれる人をじっと見つめて
声に耳を傾けたりと、赤ちゃ
んなりの絵本の楽しみ方があ
ります。同じ絵本、同じ絵な
のに、その反応は一人ひとり
さまざま。そんな赤ちゃんの
姿を見ている大人も楽しくな
ります。

◉４月 23 日は「子ども読書の日」
　中央公民館図書室では、４月23日の「子ども読書の日」
にちなんで、次のとおり「子どものオススメ絵本」を展
示します。普段は手にすることの少ない子どもたちの本。
ぜひこの機会に手にとってみてはいかがですか。（展示
期間中は、展示本の貸し出しはできません）
●とき　４月20日（火）から５月10日（月）まで
●ところ　中央公民館ロビー

Share Books
　大好きな人との時間を絵本で分かち合う。そんな時間
を楽しんでみてはどうですか。

あたたかいふれあいのひとときを

ブックスタート。それは、絵本を通して、家庭内で赤ちゃん
と「温かい、ふれあいの時間」を持つきっかけを作るための
取り組み。どこの家庭でもすぐに絵本を開いて楽しんでもら
いたい。そんな願いを込めて、４か月健診時にすべての赤ちゃ
んに同じ絵本が入ったブックスタートパックを差し上げてい
ます。

ブックスタ
ート

2010.４−10



Health
Dr.舩津の

調子は
いかが？
町立病院☎42局1231番

町立病院スタッフ。
からの健康。

アドバイスです。 ADVICE

？
60
歳
代
に
な
る
と
２
人
に
１
人
が
ポ
リ
ー
プ
を
持
っ
て
い
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
定
期
的
に
検
査
を
受
け
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

舩
津
史
郎
さ
ん
・
ふ
な
つ
し
ろ
う　

昭
和
56
年
長
崎
大
学
医
学
部
を
卒
業
後
、
同
大
学
病
院
、
長
崎
市
立
病
院
、
北
九
州
市
立
八
幡
病
院
な
ど

を
経
て
、
平
成
19
年
町
立
病
院
に
勤
務
。
消
化
器
科
医
科
長
。
日
本
消
化
器
学
会
専
門
医
、
日
本
消
化
器
内
視
鏡
学
会
専
門
医
、
日
本
内
科
学

会
認
定
医
。
54
歳
。

【
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
】

ポ
リ
ー
プ
は
年
齢
と
と
も
に
で
き
や
す
い
と
聞
い
た
の
で
す
が
、
検
査

は
定
期
的
に
行
っ
た
ほ
う
が
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。（
61
歳
・
男
性
）

る
と
、
ガ
ン
化
が
始
ま
り
や
す
く

な
り
ま
す
。

　

ポ
リ
ー
プ
の
直
径
が
１
セ
ン
チ

以
下
で
は
ガ
ン
化
率
は
５
％
以
下

で
す
が
、
２
セ
ン
チ
以
上
に
な
る

と
60
％
、
３
セ
ン
チ
以
上
に
な
る

と
95
％
と
、
大
き
さ
に
比
例
し
て

リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

【
食
生
活
の
変
化
で
増
加
】

　

日
本
で
は
、
大
腸
ポ
リ
ー
プ
も

大
腸
ガ
ン
も
こ
の
20
年
間
で
増
加

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
食
生
活
の
欧
米
化
に

伴
い
動
物
性
脂
肪
や
糖
分
の
摂
取

量
の
増
加
、
食
物
繊
維
の
摂
取
量

の
減
少
に
よ
り
、
大
腸
へ
の
負
担

が
大
き
く
な
っ
た
こ
と
が
原
因
に

な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
肥
満
も
重
要
な
危
険

因
子
で
す
。

　

大
腸
ガ
ン
に
な
り
や
す
い
年
齢

と
し
て
は
、
50
歳
以
降
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。（
40
歳
代
で
ポ

リ
ー
プ
が
出
現
し
て
い
る
）

【
早
期
発
見
が
重
要
】　

　

大
腸
ガ
ン
の
恐
ろ
し
い
と
こ
ろ

は
、「
か
な
り
進
行
す
る
ま
で
症

状
が
少
な
く
、
発
見
が
遅
れ
や
す

い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

大
腸
ガ
ン
は
進
行
ス
ピ
ー
ド
が

遅
い
が
ん
で
、
早
期
の
う
ち
に
発

見
さ
れ
た
も
の
は
、
ほ
と
ん
ど
治

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
出

血
や
腹
痛
な
ど
の
症
状
が
出
現
し

て
い
る
進
行
ガ
ン
の
場
合
で
は
、

死
亡
率
は
急
激
に
高
く
な
る
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

早
期
発
見
・
治
療
が
大
変
重
要
で

す
。

【
定
期
的
な
内
視
鏡
検
査
を
】

　

大
腸
ポ
リ
ー
プ
は
、
長
い
年
月

を
経
て
ガ
ン
に
な
る
可
能
性
が
高

ま
る
た
め
、
ポ
リ
ー
プ
を
内
視
鏡

【
60
歳
代
の
２
人
に
１
人
】

　

大
腸
ポ
リ
ー
プ
と
は
、
腸
に
で

き
た
「
イ
ボ
」
で
す
。

　

大
腸
ポ
リ
ー
プ
は
、
40
歳
代
か

ら
増
え
は
じ
め
、
年
齢
が
上
が
る

ほ
ど
で
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

自
覚
症
状
が
少
な
く
気
づ
か
な

い
人
が
多
い
の
で
す
が
、
60
歳
代

に
な
る
と
２
人
に
１
人
が
ポ
リ
ー

プ
を
持
っ
て
い
る
と
も
言
わ
れ
ま

す
。
ま
た
、
女
性
に
比
べ
て
男
性

に
多
く
み
ら
れ
る
こ
と
も
特
徴
で

す
。

【
80
％
が
ガ
ン
に
な
る
可
能
性
あ
り
】

　

大
腸
ポ
リ
ー
プ
は
大
き
く
分
け

て
、
過
形
成
性
ポ
リ
ー
プ
と
腺
腫

性
ポ
リ
ー
プ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

そ
の
う
ち
ガ
ン
に
な
る
可
能
性
が

あ
る
の
が
腺
腫
性
ポ
リ
ー
プ
で
、

ポ
リ
ー
プ
全
体
の
約
80
％
を
占
め

て
い
ま
す
。

　

腺
腫
性
ポ
リ
ー
プ
が
大
き
く
な

に
て
切
除
す
る
こ
と
が
、
将
来
の

大
腸
ガ
ン
の
発
生
を
防
ぎ
予
防
に

つ
な
が
る
の
で
す
。

　

ま
た
、
最
近
、
大
腸
ガ
ン
に
は

ポ
リ
ー
プ
か
ら
発
生
す
る
も
の
だ

け
で
な
く
、
正
常
の
粘
膜
か
ら
発

生
す
る
平
坦
な
ガ
ン
も
、
か
な
り

多
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
き

ま
し
た
。

　

予
防
で
き
る
ガ
ン
で
命
を
危
ぶ

め
る
こ
と
は
、
非
常
に
も
っ
た
い

な
い
こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
の
、
ガ

ン
を
見
つ
け
、
ポ
リ
ー
プ
切
除
も

同
時
に
行
え
る
内
視
鏡
検
査
を
定

期
的
に
行
う
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。
ま
た
、
親
族
に
大
腸
が
ん
や

大
腸
ポ
リ
ー
プ
の
手
術
を
受
け
ら

れ
た
人
が
い
る
場
合
は
、
検
査
を

受
け
ら
れ
る
こ
と
を
強
く
お
勧
め

し
ま
す
。

11−2010.４
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いきいき
健康

だより
総合福祉センター☎42局8812番

健康や各種健診
についての
お知らせですHealthINFOR

MATION

平成22年度の総合健診（特定健診・各種がん検診）のお知らせ

■集団健（検）診日程

月　　日 場　　所 対象地区 受付時間など

春
の
健
診

 04月12日（月） 

 総合福祉センター

 新北・八尋
 長谷・室木
 新延・永谷
 中山 午前08時30分から

午前10時30分まで

 ※結果説明会は
　 後日行います

 04月13日（火） 
 4月14日（水） 
 05月20日（木） 
 05月21日（金） 
 05月22日（土） 
 06月23日（木） 

 中央公民館

 古門・弥生
 猪倉・中山
 小牧・木月
 上木月

 06月24日（金） 
 06月19日（水） 
 06月10日（木） 
 06月13日（日） 

 総合福祉センター  町内全地区 07月12日（月） 
 07月13日（火） 

秋
の
健
診

 10月12日（火） 

 総合福祉センター  町内全地区

午前08時30分から
午前10時30分まで

 ※結果説明会は
　 後日行います

 10月13日（水） 
 10月14日（木） 
 11月14日（日） 
 11月15日（月） 
 11月16日（火） 

平成 22 年度に実施される健診の日程です。健（検）診は身体の状態をチェックできるよい機会です。
対象者の人は、健（検）診項目・日程を確認し、ぜひ受けてください。
集団健（検）診の日程は、４月から 11 月です。４月 14 日と 10 月 13 日は託児がありますので、ご利用ください。

■健（検）診内容・料金

健（検）診名 料金 対象者

 特定健診 500 円  40 歳以上の鞍手町国民
 健康保険加入者

 基本健診 500 円  18 歳以上 39 歳以下の人
  または生活保護受給者

 肝炎ウィルス検診 300 円

 18 歳以上

 肺がん検診
 Ｘ線 100 円

 Ｘ線・喀痰 400 円

 胃がん検診 500 円

 大腸がん検診 300 円

 子宮がん検診 400 円

 乳がん検診
 視触診のみ 200 円

 視触診と
 マンモグラフィ 600 円  40歳以上（２年に1回）

 前立腺がん検診 200 円  50 歳以上

 結核検診 無　料  65 歳以上

乳がん健診を総合健診で受診できなかっ
た場合は、町立病院でも受診することがで
きます。
●対象者　40 歳以上の人
● 申し込み方法　電話で直接申し込み（町

のホームページでも予約をすることがで
きます）

● 問い合わせ　町立病院☎４２局１２３１
番まで

乳がん検診
春の健診の申し込みはすでに終了していますが、５月以降は若干の

余裕がありますので、お問い合わせください。
秋の健診は６月４日（金）までの申し込みとなっています。早めの

申し込みをお願いします。
● 申し込み方法　昨年、健診を受けた人には２月下旬に申込書を郵送

しています。申込書が届いていない人はご連絡をお願いします。
● その他　65 歳以上の人は基本チェックリストで「特定高齢者に該当

する人」のみ追加で『介護予防健診（無料）』を受けていただきます
●申し込み・問い合わせ　総合福祉センターまで

申込方法

　健（検）診の申し込みはパソコンや携帯電話からもできます。
　町のホームページから申し込んでください。
　※申し込みを行う際、送信後に返信メールが届きます。パスワードなどを入力し、
　　再送信してください。再送信しないと本登録完了になりませんのでご注意ください。

検索
鞍手町ホームページhttp://www.town.kurate.fukuoka.jp
携帯電話http://k.shinseifukuoka.jp

携帯版はこちら

※生活保護受給者の人は健診当日、「診療依頼書」を忘れずにお持ちください。健（検）診料金が無料になります。
※乳がん健診（マンモグラフィ）を希望の人は隔年（２年に１回）で視触診との併用受診になります。
※女性特有のがん検診推進事業のクーポン券対象者となる人は、無料で子宮がん・乳がんの検診が受診できます。
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参加者
募集

乳幼児健診・相談

子育て支援健康教室

現在、子育て真っ最中のお母さん、食育推
進料理教室に参加してみませんか。鞍手町食
生活改善推進会の会員のみなさんが簡単で栄
養たっぷりの料理を紹介します。
● とき　５月 12 日、７月７日、９月８日、11

月 10 日、１月 12 日の水曜日
● 対象者　乳幼児、小学生の子どもがいるお

母さん（全回数を継続して参加できる人）
● 場所　総合福祉センター保健棟
● 参加費　材料代として１,300 円（５回分）
● 申し込み期限　５月６日（木）

わくわくクッキング
「体を動かしたいけど、一人ではなかなか続

かない」と思っていませんか。今回の運動教
室では自分の運動習慣を身につけ、さらに教
室で学んだことを仲間と一緒にまわりの人た
ちへ広めてくれる人を募集します。
● とき　毎月第２火曜日　午後２時から３時

まで
● 対象者　人前で体操をしてみたい人
● 場所　総合福祉センター保健棟健康増進室
● 内容　リズム体操、ストレッチ、プログラ

ム作りなど

運動指導者を募集します

予防接種■ＢＣＧ予防接種
▽４か月健診のときに一緒に行います
▽接種期間　生後６か月未満
▽場　所　総合福祉センター保健棟

期　日 時　　間
04 月 15 日（木）

 午後１時 30 分から２時まで05 月 13 日（木）
06 月 10 日（木）

■ポリオ予防接種
▽ポリオの予防接種は２回受けてください。
▽対象者　生後３か月から 90 か月未満
▽場　所　総合福祉センター保健棟

期　日 時　　間
04 月 02 日（金）

 午後１時 30 分から２時まで05 月 18 日（火）
06 月 30 日（水）

● とき　４月７日、14 日、21 日、28 日の午前 10 時から 11 時 30 分　
　※原則、毎週水曜日が交付ですが、都合がつかない場合は相談に応

じますのでご連絡ください。必ず妊婦さん本人がお越しください
● 場所　総合福祉センター保健棟
● 必要なもの　妊娠届出書（ある人のみ）・印かん

母子健康手帳の交付
妊娠がわかったら、早めに母子

健康手帳の交付を受けましょう。
妊娠中の生活や制度などについて
保健師が説明します。

　保険健康課では、母子保健事業として次のような教室を
行っています。気軽に参加してみませんか。
● ところ　総合福祉センター保健棟

事業名 内容 期日 時間 申し込み

ぴよぴよひろば

 子連れで気軽に遊び
 に来れる「子育てひ
 ろば」です。子育て
 中のお母さん同士の
 交流の場にもなって
 います

 毎週
 月・水・金曜日

 午前10 時から
 午後４時まで  不要

すくすくランド
 お子さんと思いっき
 り遊び、ふれあうこ
 とで育児を楽しみま
 しょう

 毎月
  第1・第3火曜日

 午前10時から
 午前11時30 分まで  随時募集

ママタイム

 お母さんの運動・リ
 ラックスタイムの場
 です。保育士も駐在
 していますので遊び
 に来てください

 毎週水曜日  午前９時 30 分から
 午前11時30 分まで  不要

カンガルー教室

 親子遊びや小集団で
 の活動を楽しみなが
 ら子ども一人ひとり
 の成長・発達を促す
 お手伝いをします

 毎月
  第2・第4木曜日

 午前10時から
 午前11時30 分まで  随時募集

　４月の乳幼児健診は次のとおり
です。該当者には事前に通知をし
ています。ご確認ください。
● とき　健診の内容によって異な

りますので詳細は通知（案内）
書をご確認ください

● ところ　総合福祉センター保健棟
● 内容　身体測定・問診・小児科医診察・育児相談・

栄養相談など

健診内容 期日 対象児

４か月健診 ４月 15 日（木） 平成 21 年 11 月 18 日から
平成 21 年 12 月 16 日生まれ

７か月健診
４月 22 日（木）

平成 21 年 08 月 28 日から
平成 21 年 09 月 24 日生まれ

12 か月健診 平成 21 年 04 月 01 日から
平成 21 年 04 月 30 日生まれ

１歳半健診
４月 08 日（木）

平成 20 年 09 月 05 日から
平成 20 年 10 月 08 日生まれ

３歳児健診 平成 19 年 03 月 05 日から
平成 19 年 04 月 08 日生まれ

乳幼児相談
（身体測定・育児・栄養相談） ４月 28 日（水） 平成 22 年 02 月 23 日から

平成 22 年 03 月 29 日生まれ
※乳幼児相談は、どなたでもお気軽にお越しください。（申込不要）

　次のような健康教室を行ってい
ます。気軽に参加してみませんか。
見学も大歓迎です。
● ところ　総合福祉センター

事業名 期日 時間

 レッツ
 エアロビクス  毎週火曜日  午後８時から

 午後９時まで

 御山登り会  毎週火曜日  午前９時から
 集合：生活センター

 健康ヨガ  毎週木曜日 午後１時30 分から
 午後３時30 分まで

 ヘルシーダンス  毎週金曜日 午前10時から
 午前11時30 分まで 

 はつらつ
 健康教室

 毎月
 第1・第3水曜日

午後２時から
 午後３時 30 分まで

 はつらつ
 ビデオ体操

 毎月
 第2・第4水曜日

 午後１時から
 午後２時まで

 健康体操
 はしらん会

 毎月
 第1・2・4木曜日

 午前 10 時から
 正午まで



種　別 第１号被保険者 第２号被保険者 第３号被保険者

 対象者   自営業、学生など   厚生年金や共済組合に加入 
  している会社員や公務員

  第２号被保険者に扶養され
  ている配偶者

 保険料の納め方
  納付書や口座振替などによ
  り個人で納めます。保険料
  は月額 15,100 円です

  給与から職場の年金制度の
  保険料を納めています。国
  民年金保険料を個別で納め
  る必要はありません

  配偶者の勤務先に届け出て  
  いれば、自分で保険料を納
  める必要はありません

 加入手続き   お住まいの市区町村役場に
  自分で届け出ます

  勤務先が年金事務所に届け
  出ます

  配偶者の勤務先が年金事務
  所に届け出ます

年金の
そこが知りたい   

役場保険年金班☎42局2111番

国民年金からの
お知らせです

日本に住んでいる 20 歳以上 60 歳
未満の人は国民年金に加入しなけれ
ばなりません。加入者の種別は働き
方などによって次の３種類に分かれ
ています。老後の生活保障や障害を
負ったときのためにも必ず加入手続
きをしてください。

A答え

私は今年、20 歳になりま
す。国民年金に加入する
ように言われたのですが、
必ず加入しなければなら
ないのでしょうか。
Q疑問

こんなときには、
　  　　こんな手続きを

国民年金の加入の種別が変更になったときには忘れずに届け出ましょう。
また、住所が変更になった場合など次の表のような場合は変更を届け出てください。

PensionQUESTION ANSWER

◆第１号被保険者（自営業・学生など）
こんなとき 変更後の種別 届け出先

  会社員・公務員になった   第２号   勤務先
  会社員・公務員と結婚し扶養さ
  れるようになった   第３号   配偶者の勤務先

◆第２号被保険者（会社員・公務員など）
こんなとき 変更後の種別 届け出先

  退職した   第１号   役場
  会社員・公務員と結婚し扶養さ  
  れるようになった   第３号   配偶者の勤務先

◆第３号被保険者（会社員・公務員に扶養されている配偶者）
こんなとき 変更後の種別 届け出先

  扶養からはずれた   第１号   役場
  配偶者が退職した   第１号   役場
  会社員・公務員になった   第２号   勤務先
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くらしの情報

●鞍手町役場…42局2111番
　　　（FAX…42局 5693 番）

●中央公民館…42局7200番
●長谷別館…42局4659番
●教育課…42局7200番

●歴史民俗資料館…42局3200番
●くらじの郷…42局8811番

●社会福祉協議会…42局7800番
●上下水道課…42局0408番
●中央浄水場…42局0417番
●町立病院…42局1231番
●鞍寿の里…42局1233番
●鞍手駅…42局0980番

●火災の発生状況…32局3211番

☎ 問い合わせ先 ☎

く
ら
しの
情
報

今
月
の
納
税
（
４
月
）

●
固
定
資
産
税
︱
第
１
期
分

●
軽
自
動
車
税

納
期
限
は
４
月
26
日
（
月
）

で
す
。
納
期
限
を
過
ぎ
る
と

督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。
督

促
手
数
料
は
一
通
に
つ
き
百

円
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
税
務
班
ま
で

固
定
資
産
税
の
縦
覧
は

４
月
１
日
か
ら
26
日
ま
で

平
成
21
年
中
（
１
月
か
ら

12
月
ま
で
）
に
土
地
を
売
り

買
い
し
た
人
、
家
を
新
築
、

増
築
し
た
人
、
相
続
や
贈
与

が
あ
っ
た
人
な
ど
、
自
分
の

所
有
す
る
土
地
や
建
物
の
価

格
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
を
確
認
す
る
た
め
、
土

地
や
家
屋
な
ど
の
価
格
が
記

載
さ
れ
た
固
定
資
産
税
の
帳

簿
な
ど
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。
縦
覧
で
き
る
期
間
や
場

所
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
平
成
22
年
度
も
、

固
定
資
産
税
の
課
税
明
細
書

を
納
税
通
知
書
と
一
緒
に
お

送
り
し
ま
す
。

●
と
き　

４
月
１
日
（
木
）

か
ら
４
月
26
日
（
月
）
ま

で
（
土
・
日
を
除
く
）。
時

間
は
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
15
分
ま
で

●
と
こ
ろ　

役
場
税
務
住
民

課
税
務
班
窓
口

●
縦
覧
で
き
る
人　

納
税
者
、

納
税
者
の
代
理
人
、
納
税

管
理
人

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
税
務
班
ま
で

税
金
の
納
付
は

安
心
・
便
利
で
確
実
な

口
座
振
替
で

個
人
が
納
め
る
町
税
は
、

口
座
振
替
に
す
る
と
金
融
機

関
へ
行
く
手
間
が
い
ら
ず
、

納
め
忘
れ
も
な
く
て
安
心
で

す
。
毎
月
15
日
ま
で
に
手
続

き
を
す
れ
ば
翌
月
か
ら
口
座

振
替
が
で
き
ま
す
。
ど
う
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
申
込
用

紙
は
町
内
の
金
融
機
関
や
役

場
税
務
住
民
課
に
あ
り
ま
す
。

●
必
要
な
も
の　

納
税
通
知

書
、
通
帳
、
通
帳
登
録
印

●
取
引
金
融
機
関　

直
鞍
農

協
、
福
岡
ひ
び
き
信
用
金

庫
、
福
岡
銀
行
、
西
日
本

シ
テ
ィ
銀
行
、
り
そ
な
銀

行
、
郵
便
局

●
振
替
日　

毎
月
25
日
（
金

融
機
関
が
休
み
の
場
合
は

次
の
営
業
日
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
税
務
班
ま
で

税
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

平
成
21
年
度
も
終
わ
り
ま

し
た
が
、
税
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
納
付
書
で

納
税
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
、

納
め
忘
れ
が
な
い
か
お
手
元

の
領
収
書
で
も
う
一
度
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
口
座

振
替
を
利
用
さ
れ
て
い
る
皆

さ
ん
は
、
引
き
落
と
し
を
さ

れ
て
い
る
通
帳
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
（
残
高
不
足
な
ど
に

よ
り
納
付
書
で
納
め
ら
れ
た

場
合
は
、
領
収
書
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
）。
納
め
忘
れ
が
あ

る
場
合
は
、
早
め
に
納
め
ま

し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
税
務
班
ま
で

西
村
弁
護
士
の

無
料
法
律
相
談

西
村
浩
二
弁
護
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
が
行
わ
れ
ま

す
。
受
付
は
７
人
ま
で
で
す
。

●
と
き　

４
月
12
日（
月
）
▽

受
付（
順
番
の
抽
選
）＝
午

後
０
時
45
分
か
ら
▽
相
談

＝
午
後
１
時
か
ら
４
時
ま

で
●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

一
人
で
悩
む
前
に


心
配
ご
と
相
談
へ
ど
う
ぞ

直
方
法
務
局
の
職
員
、
婦

人
相
談
員
兼
母
子
自
立
支
援

員
、
行
政
相
談
委
員
の
皆
さ

ん
が
、
あ
な
た
の
悩
み
に
お

こ
た
え
し
ま
す
。

●
と
き　

４
月
26
日（
月
）▽

受
付
＝
午
後
０
時
45
分
か

ら
▽
相
談
＝
午
後
１
時
か

ら
３
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

女
性
の
た
め
の

無
料
法
律
相
談

福
岡
県
青
年
司
法
書
士
協

議
会
で
は
、Ｄ
Ｖ
や
セ
ク
ハ
ラ
、

多
重
債
務
な
ど
で
お
悩
み
の
女

性
の
た
め
に
次
の
と
お
り
無
料

法
律
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

●
と
き　

４
月
17
日（
土
）午

前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま

で
（
一
人
30
分
）

●
と
こ
ろ　

福
岡
市
内

●
問
い
合
わ
せ　

詳
し
い
こ
と

は
福
岡
県
青
年
司
法
書
士
協

議
会
☎
（
０
９
２
）
７
５
２

局
８
２
７
０
番
ま
で

税
金

相
談

Calendar
2010
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３
４ ５ ６ ７ ８ ９ 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30

４
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今
月
の
補
聴
器
相
談
日

４
月
の
補
聴
器
相
談
が
次

の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

●
役
場
福
祉
人
権
課
で
の
相
談

▽
と
き
＝
４
月
２
日（
金
）

午
後
１
時
か
ら
２
時
ま
で

（
九
州
補
聴
器
セ
ン
タ
ー
）
　

▽
と
き
＝
４
月
８
日
（
木
）

午
前
11
時
か
ら
正
午
ま
で

（
九
州
リ
オ
ン
）

　

▽
と
き
＝
４
月
15
日
（
木
）

午
後
１
時
か
ら
２
時
ま
で

（
あ
さ
ひ
補
聴
器
）

　

▽
と
き
＝
４
月
28
日
（
水
）

午
後
１
時
か
ら
２
時
ま
で

（
小
倉
補
聴
器
）　

役
場
福
祉
人
権
課
の
相
談

で
は
、
受
付
順
の
番
号
札
を

配
布
し
ま
す
。

●
町
立
病
院
で
の
相
談　

　

▽
と
き
＝
４
月
３
日（
土
）

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で

（
九
州
リ
オ
ン
）
　

　
▽
と
き
＝
４
月
17
日（
土
）

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で

（
池
田
補
聴
器
）
　

　

▽
と
き
＝
４
月
27
日（
火
）

午
後
２
時
か
ら
５
時
ま
で

（
九
州
補
聴
器
セ
ン
タ
ー
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉

人
権
課
福
祉
高
齢
者
班
ま

た
は
町
立
病
院
ま
で

若
年
者
機
械
加
工
技
術
科

職
業
訓
練
生
を
募
集

八
幡
職
業
能
力
開
発
促
進

セ
ン
タ
ー
で
は
、
次
の
と
お

り
若
年
者
職
業
訓
練
生
を
募

集
し
ま
す
。

●
対
象
者　

公
共
職
業
安
定

書
に
求
職
申
し
込
み
を
し

て
い
る
18
歳
以
上
概
ね
40

歳
未
満
の
人

●
訓
練
科　

施
盤
、
Ｎ
Ｃ
工
作

機
械
な
ど
に
よ
る
も
の
づ

く
り
の
た
め
の
加
工
技
術
の

習
得
や
ク
レ
ー
ン
・
玉
掛
け

な
ど
の
資
格
を
取
得
を
目
指

し
、
１
か
月
間
の
企
業
実
習

を
通
し
て
生
産
現
場
で
の
実

践
的
な
技
能
を
習
得

●
申
込
期
限　
４
月
23
日（
金
）

●
選
考
日　
５
月
11
日
（
火
）

適
性
検
査
及
び
面
接

●
訓
練
期
間 　

６
月
１
日

（
火
）
か
ら
11
月
26
日
（
金
）

ま
で
の
６
か
月

●
訓
練
軽
費　
受
講
料
無
料

（
教
科
書
、
工
具
、
訓
練
生

保
険
料
な
ど
は
個
人
負
担
）

●
申
し
込
み
先　
住
所
を
管
轄

す
る
公
共
職
業
安
定
所
（
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
）

●
問
い
合
わ
せ　

八
幡
職
業

能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー

☎
（
０
９
３
）
６
４
１
局

６
９
０
９
番
ま
で

求
む
、
平
和
を
愛
す
る
人

自
衛
官
採
用
試
験

自
衛
隊
飯
塚
地
域
事
務
所

で
は
次
の
と
お
り
一
般
幹
部

候
補
生
お
よ
び
一
般
曹
候
補

生
の
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

●
受
験
資
格　

▽
一
般
幹
部

候
補
生
＝
22
歳
以
上
26
歳

未
満
の
人
（
場
合
に
よ
り

28
歳
未
満
の
人
）
▽
一
般

曹
候
補
生
＝
18
歳
以
上
27

歳
未
満
の
人

●
募
集
職
種
・
人
員　

▽
陸
・

一
般
要
員
（
男
約
145
人
、

女
約
15
人
）
▽
海
・
一
般

要
員
、
飛
行
要
員
（
男
約

70
人
、
女
約
10
人
）
▽
海
・

技
術
幹
部
候
補
生
（
約
20

人
）
▽
空
・
一
般
要
員
、

飛
行
要
員
、（
男
約
70
人
、

女
約
10
人
）
▽
陸
・
海
・

空
一
般
曹
候
補
生
（
若
干

名
）

●
受
付
期
間　

４
月
１
日

（
木
）
か
ら
５
月
10
日
（
月
）

ま
で

●
試
験
日　

▽
一
般
幹
部
候

補
生
＝
５
月
15
日
（
土
）、

飛
行
要
員
は
５
月
16
日

（
日
）
▽
一
般
曹
候
補
生
＝

５
月
22
日
（
土
）

●
問
い
合
わ
せ　

試
験
会
場

な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、
自

衛
隊
飯
塚
地
域
事
務
所

☎
（
０
９
４
８
）
２
２
局

４
８
４
７
番
ま
で

お
風
呂
は
お
休
み
で
す

く
ら
じ
の
郷
の
休
館
日

く
ら
じ
の
郷
の
福
祉
棟（
お

くらしの情報

お
知
ら
せ

試
験

町では、緊急雇用対策
として次のとおり臨時
職員を募集します。

● 応募資格　鞍手町在住で、現在、①使
用者の都合で解雇された人 ②雇い止め
により離職した人 ③使用者の都合によ
り失業が決まっている人④普通運転免
許を持っている人

● 募集概要　▷職種 = 屋外作業員▷業務
内容 = 不法投棄防止パトロールとごみ
の回収、簡単な道路補修▷人員 = ２人
▷賃金 = 日額 6,260 円▷雇用期間 = ５
月１日から 10 月 31 日まで（週３日程度）
▷勤務時間 = 午前８時 30 分から午後５
時まで

● 募集期限　４月 15 日（木）まで　　
● 問い合わせ　①鞍手町臨時職員等登録

申請書に必要事項を記入②離職を確認
できる書類（雇用保険受給資格者証の
写しなど）を添えて役場企画財政課ま
で提出してください。申請用紙は、役
場企画財政課、中央公民館、くらじの
郷に準備しています。町のホームペー
ジからもダウンロードできます。詳し
いことは役場企画財政課地域振興班ま
で

募集臨時職員

募
集

緊急雇用創出事業

バドミントンを
始めてみませんか

鞍手バドミントン連盟では、
バドミントン教室の参加者を次のとおり募
集します。７月 18 日（日）には教室参加
者を含めたバドミントン大会を行います。
● とき　５月 14 日から７月 16 日までの

毎週金曜日（全 10 回）。時間は午後７時
30 分から９時 30 分まで

● ところ　町立体育館
● 参加資格　町内に住んでいるか勤めて

いる人
● 定員　20 人
● 参加料　無料（スポーツ保険加入料が別

途必要です）
● 必要なもの　ラケット、体育館シューズ
● 申し込み・問い合わせ　体育協会事務

局（中央公民館内）☎４２局７２００番
まで。締め切りは４月 23 日（金）
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くらしの情報

風
呂
）
と
勤
労
者
ふ
れ
あ
い

棟
（
体
育
館
）
の
４
月
の
休

館
日
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
休
館
日　

５
日
（
月
）、
12

日
（
月
）、
18
日
（
日
）、

19
日
（
月
）、
26
日
（
月
）

で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

町
長
選
挙
及
び

町
議
会
議
員
補
欠
選
挙

投
票
日
は
４
月
11
日

鞍
手
町
長
選
挙
と
鞍
手
町

議
会
議
員
補
欠
選
挙
の
投
票

日
は
４
月
11
日
（
日
）
で
す
。

投
票
の
方
法
や
期
日
前
投
票

な
ど
詳
し
い
こ
と
は
３
月
号

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
大
切
な

一
票
で
す
忘
れ
ず
に
投
票
し

ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ　

鞍
手
町
選

挙
管
理
委
員
会
（
役
場
税

務
住
民
課
住
民
班
）
ま
で

出
生
、
死
亡
、
死
産

婚
姻
、
離
婚
の
届
出
に

厚
生
労
働
省
よ
り
お
願
い

厚
生
労
働
省
で
は
、
毎
年
人

口
動
態
調
査
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
の
調
査
は
皆
さ
ん
か
ら

の
各
届
書
を
も
と
に
し
た
も
の

で
す
が
、
国
勢
調
査
の
行
わ
れ

る
年
に
は
人
口
動
態
職
業
・
産

業
調
査
を
実
施
し
、
届
書
に
職

業
の
記
入
も
お
願
い
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
死
亡
届
に
は
、

併
せ
て
産
業
の
記
入
も
お
願
い

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

●
調
査
期
間　

４
月
１
日
か

ら
翌
年
の
３
月
31
日
ま
で

の
一
年
間

●
調
査
対
象
者　

出
生
、
死

亡
、
死
産
、
婚
姻
及
び
離

婚
の
届
出
を
さ
れ
る
人

●
問
い
合
わ
せ　

詳
し
く
は

役
場
税
務
住
民
課
住
民
班

ま
で

非
課
税
世
帯
の

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の

利
用
者
負
担
額
が

変
わ
り
ま
す

４
月
か
ら
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
者
負
担
が
市
町

村
民
税
非
課
税
世
帯
等
の
障

が
い
者
に
つ
い
て
は
、
無
料

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ

ま
で
軽
減
の
対
象
と
な
っ
て

い
な
か
っ
た
障
が
い
者
の
入

所
施
設
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、

ケ
ア
ホ
ー
ム
等
の
利
用
、
補

装
具
に
か
か
る
利
用
者
負
担

も
軽
減
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉
人

権
課
福
祉
高
齢
者
班
ま
で

障
が
い
者
の
皆
さ
ん

有
料
道
路
割
引
制
度
の

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

障
が
い
が
あ
る
人
が
車
に

乗
る
場
合
、
次
の
と
お
り
手

続
き
を
す
れ
ば
有
料
道
路
の

通
行
料
が
半
額
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
手
続
き
は
役

場
福
祉
人
権
課
で
で
き
ま
す
。

●
対
象　

身
体
障
害
者
本
人
が

運
転
す
る
か
、
身
体
障
害
者

手
帳
（
第
一
種
）
ま
た
は
療

育
手
帳
（
Ａ
）
を
持
っ
て
い

る
人
を
常
時
介
護
し
て
い
る

人
が
運
転
す
る
場
合

●
対
象
の
自
動
車　

障
が
い

者
一
人
に
つ
き
一
台
の
自

家
用
車
（
営
業
車
は
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
）

●
必
要
な
も
の　

身
体
障
害
者

手
帳
、
療
育
手
帳
、
車
検

証
（
Ｅ
Ｔ
Ｃ
を
利
用
し
て

い
る
場
合
は
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車

載
器
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
申
込

書
・
証
明
書
、
障
害
者
本

人
名
義
の
Ｅ
Ｔ
Ｃ
カ
ー
ド
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉
人

権
課
福
祉
高
齢
者
班
ま
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
や

西
鉄
バ
ス
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

町
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

バ
ス
と
西
鉄
バ
ス
の
２
路
線

（
西
川
、
中
山
・
中
間
線
）
は
、

町
が
補
助
金
を
負
担
し
て
路

線
を
維
持
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
年
々
乗
降
客
が
減
少

し
、
町
の
負
担
も
増
加
し
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
利
用

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
企
画

財
政
課
地
域
振
興
班
ま
で

福岡県鞍手郡鞍手町大字中山 3218
TEL  0949 － 42 － 4676
FAX  0949 － 42 － 7852

＊＊快適な空間を＊＊
水洗改造をしませんか？

有限会社 有泉管工
水洗改造工事・浄化槽工事・水道工事

総務省では、経済的な理由などで地上アナロ
グ放送から地上デジタル放送に移行することが
難しい世帯に対する支援を行っています。

●支援の対象となるのは？　生活保護世帯などの公的扶
助受給世帯、市町村民税非課税の障害者のいる世帯、
社会福祉事業施設入所者などです

●受けられる支援の内容は？　現在お持ちのアナログテ
レビに取り付ける「簡易なチューナー」の無償給付を
行います。アンテナ改修などが必要な場合は、その支
援も行います

●申し込み先は？　総務省地デジチューナー支援実施セ
ンターです。申込書は各市町村及び近くのNHK窓口
に設置されていますが、部数に限りがありますので、
事前に電話などで確認をお願いします

●支援の受付期間は ?　平成 22 年度の受付期間は決まり
次第お知らせします

地デジ放送簡易チューナー給付支援

＊＊＊問い合わせ＊＊＊
総務省地デジチューナー支援実施センター
☎  ０５７０－０３３８４０
NHK視聴者コールセンター
☎  ０５７０－０００５８８
鞍手町役場　☎  ４２局２１１１　
　福祉人権課　内線 245　企画財政課　　内線 342

厚生労働省から受動喫煙防止対策の通達
を受け、町では４月１日より公共施設の建
物内での喫煙を禁止します。
喫煙が禁止となる施設は次のとおりで

す。
施　設　名

町役場 町内小中高学校
町中央公民館 町立保育所
長谷別館 大谷自然公園
町立体育館 町営葬斎場
町立武道館 舟川隣保館
町立弓道場 町内学童保育
町歴史民俗資料館 中央浄水場
福祉センター管理棟・保健棟・ふれあい棟
※福祉センター福祉棟は７月１日からの施行
タバコの喫煙は、自身の体に悪影響を及

ぼすばかりでなく、回りの人の健康にも影
響を及ぼす場合もあります。喫煙はルール
を守りましょう。

公
共
施
設
の
建
物
内
で
の

喫
煙
は
禁
止
!!

●問い合わせ　役場総務課庶務管財班まで

４
月
か
ら
町
立
病
院
の

泌
尿
器
科
の

診
察
曜
日
が

変
わ
り
ま
す

４月から町立病院の泌尿器科の診
察日が次のとおり変わります。受診の
際は、ご注意ください。ご迷惑をおか
けしますが、ご理解とご協力をお願い
します。

●問い合わせ　町立病院医事課まで

３月まで ４月から
火・金曜日の午後 月・金曜日の午後

→
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後
期
高
齢
者
医
療
に

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん

入
院
す
る
と
き
は

前
も
っ
て
手
続
き
を

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
し
て
い
る
人
で
、
世
帯

員
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の

場
合
、
入
院
し
た
と
き
の
窓

口
負
担
額
や
食
事
代
の
負
担

が
軽
減
さ
れ
る
証
明
書
を
発

行
し
ま
す
。
こ
の
証
明
書
は
、

申
請
し
た
月
の
１
日
か
ら
し

か
使
え
ま
せ
ん
の
で
、
入
院

が
決
ま
っ
た
と
き
は
前
も
っ

て
手
続
き
を
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

●
申
請
場
所　

役
場
保
険
健

康
課
保
険
年
金
班
窓
口

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保

険
証
、
印
か
ん
、
過
去
１

年
間
に
90
日
を
超
え
る
入

院
が
あ
っ
た
人
は
入
院
期

間
が
確
認
で
き
る
書
類（
領

収
証
な
ど
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん

入
院
す
る
と
き
は

前
も
っ
て
手
続
き
を

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
人
で
、
70
歳
未
満
の

人
は
限
度
額
適
用
認
定
証
を
、

74
歳
以
下
で
住
民
税
が
非
課

税
と
な
っ
て
い
る
世
帯
の
人

は
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
を
医
療
機
関

の
窓
口
に
提
示
す
る
こ
と
で
、

そ
の
医
療
機
関
で
の
医
療
費

の
窓
口
負
担
が
自
己
負
担
限

度
額
ま
で
で
済
み
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
後
で
高
額
療
養

費
の
払
い
戻
し
申
請
を
す
る

必
要
は
な
く
な
り
ま
す
。
こ

の
認
定
証
は
、
次
の
と
お
り

事
前
に
申
請
す
る
こ
と
で
交

付
さ
れ
ま
す
。
申
請
し
た
月

の
１
日
か
ら
有
効
と
な
り
ま

す
の
で
、も
し
入
院
が
決
ま
っ

た
場
合
は
、
早
め
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
認
定

証
は
国
民
健
康
保
険
税
の
納

め
忘
れ
が
あ
る
場
合
に
は
交

付
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
保
険

税
は
必
ず
納
期
内
に
納
め
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
申
請
場
所　

役
場
保
険
健

康
課
保
険
年
金
班
窓
口

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

国

民
健
康
保
険
証
・
印
か
ん
・

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

で
、
過
去
１
年
間
に
90
日

を
超
え
る
入
院
が
あ
っ
た

人
は
、
入
院
期
間
が
確
認

で
き
る
書
類
（
領
収
証
な

ど
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

国
民
健
康
保
険
か
ら

社
会
保
険
へ
加
入

14
日
以
内
に
必
ず
届
出
を

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）

に
加
入
し
て
い
る
世
帯
の
全

員
、
ま
た
は
そ
の
一
部
の
人

に
異
動
が
あ
っ
た
場
合
、
14

日
以
内
に
役
場
保
険
健
康
課

保
険
年
金
班
へ
届
け
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。
届
け
出
を
忘

れ
た
り
、
遅
れ
た
り
す
る
と

後
で
医
療
費
を
返
さ
な
い
と

い
け
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

国
保
の
高
齢
受
給
者
証
を

交
付
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

で
70
歳
を
迎
え
た
人
（
昭
和

15
年
４
月
２
日
か
ら
５
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）
に

国
民
健
康
保
険
の
高
齢
受
給

者
証
を
次
の
と
お
り
交
付
し

ま
す
。

●
交
付
す
る
日　

４
月
28
日

（
水
）
午
前
９
時
か
ら

●
と
こ
ろ　

役
場
保
険
健
康

課
保
険
年
金
班
窓
口

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

国

民
健
康
保
険
証
、
印
か
ん

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

　

休日
在宅医
診療時間は、午前９時から午後５時までで
す。休日在宅医は、変更になることもあり
ますので、事前に電話でご確認ください。

朗読サークルの皆さんが、いろ
りのそばで昔話や絵本の読み聞か
せをしてくれます。親子で聞きに
来てみませんか。
● とき　４月 10 日（土）午前 10 時

から
● ところ　歴史民俗資料館
● 問い合わせ　歴史民俗資料館まで

い
ろ
り
ば
た

お
話
の
会

楽
し
い

お
話
い
っ
ぱ
い

聞
け
る
よ

●４月29 日（祝）鞍手クリニック（古門）
　　　　　　　　　 ☎４３局３０３０番

休日の夜間の体調不良は
急患センターへ

● 問い合わせ　直鞍急患センター
☎２８局２８４０番まで

※４月から第４日曜日も小児科の診療時間を拡大します。

くらしの情報

のおがた警察署だより

町内の
交通事故
発生状況

【2 月中】

●とき　４月14日（水）
午前10時から午後４
時まで（受付は午後３
時まで）

●ところ　ハピネスなかま（中間市
通谷）

●問い合わせ　福岡県交通事故相談所
　☎（０９２）６４３局３１６８番まで

【累　計】
件 数 09件（＋15） 件 数 24件（＋11）

死 者 20人（±10） 死 者 120人（±10）

傷 者 16人（＋11） 傷 者 137人（＋21）

巡回
交通事故

相談

お住まいの地区の犯罪発生状況は、
県警のホームページにアクセスし、「あ
なたの町の警察署」をクリックして「直
方警察署」を選択してください。校区
別の詳しい犯罪発生状況などがご覧に
なれます。

福岡県警察 検索
直方警察署の最新情報はこちらから

http://www.police.pref.fukuoka.jp/
直方警察署　☎２２局０１１０番まで

直方警察署管内での街頭犯発生状況
２月末までに

182 件（前年比－ 37 件）
　自転車盗難　17 件（前年比　－　３件）
　車上ねらい　14 件（前年比　－　７件）
　空き巣など　15 件（前年比　－ 26 件）
　自動車盗難　 7 件（前年比　＋　2 件）

自転車の盗難は、駅駐輪場やアパートの共同
駐輪場で多く発生していますので注意してく
ださい。また、盗難防止のためカギをツーロッ
クにするとともに防犯登録をしましょう。

交通課からのお願い
～　飲酒運転の撲滅　～

飲酒運転に対する罰則＆行政処分

５年以下の懲役または 100万
円以下の罰金、免許取り消し　
（35点：欠格期間３年）

酒酔い運転 酒気帯び運転
※前歴及びその他累積点数がない場合

３年以下の懲役または 50万円以下の罰金

免許取り消し（25点：欠格期間２年）

免許停止（13点：90日）

呼気中アルコール濃度0.25mg/L以上

呼気中アルコール濃度0.15mg/L以上025㎎/L未満

診療日 診療科目
土曜・日曜・祝日

午後６時から11時まで
小児科
内　科

第２、第４日曜
午前９時から午後６時まで 小児科
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75
歳
に
な
る
前
に

後
期
高
齢
者
医
療
に

加
入
で
き
ま
す

一
定
の
障
が
い
が
あ
る
65
歳

以
上
74
歳
以
下
の
人
は
、
申
請
す

る
と
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
で
き
ま
す
。
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
被
保
険
者
に
な
る
か

な
ら
な
い
か
に
よ
り
、
加
入
す

る
医
療
保
険
、
保
険
料
、
一
部

負
担
割
合
な
ど
が
異
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険
健

康
課
保
険
年
金
班
ま
で

後
期
高
齢
者
の
健
康
診
査

広
域
連
合
で
は
、
被
保
険
者

を
対
象
に
生
活
習
慣
病
の
予
防

及
び
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を

目
的
と
し
て
健
康
診
査
を
実
施

し
ま
す
。
４
月
下
旬
に
受
診
票

と
お
知
ら
せ
を
送
付
し
ま
す
。

●
受
診
期
限　

平
成
23
年
３

月
31
日
（
木
）
ま
で

●
自
己
負
担
額　

５
０
０
円

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
（
０
９
２
）
６
５
１
局

３
１
１
１
番
ま
で

介
護
保
険
証
を

交
付
し
ま
す

５
月
に
65
歳
を
迎
え
る
人

（
昭
和
20
年
５
月
２
日
か
ら
６

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）

に
介
護
保
険
証
を
次
の
と
お

り
交
付
し
ま
す
。
将
来
介
護

が
必
要
に
な
っ
た
と
き
や
介

護
認
定
の
申
請
の
と
き
に
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

●
交
付
す
る
日　

４
月
21
日

（
水
）
か
ら
23
日
（
金
）
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
15
分
ま
で

●
と
こ
ろ　

役
場
福
祉
人
権
課

福
祉
高
齢
者
班
窓
口

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

交
付

案
内
の
通
知
は
が
き
、
印
か

ん
●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉
人

権
課
福
祉
高
齢
者
班
ま
で

宗
像
児
童
相
談
所
が

移
転
し
ま
し
た

平
成
22
年
４
月
１
日
に
福
岡

県
宗
像
児
童
相
談
所
が
移
転
し

ま
す
。
移
転
後
も
子
ど
も
に
関

す
る
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

●
移
転
先　

宗
像
市
東
郷
５
丁

目
５
番
３
号
（
棟
方
自
治
会

館
内
）

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
宗
像

児
童
相
談
所
☎（
０
９
４
０
）

３
７
局
３
２
５
５
番
ま
で

４
月
は
未
成
年
者

飲
酒
防
止
強
調
月
間

４
月
は
、
未
成
年
者
飲
酒

防
止
強
調
月
間
で
す
。
未
成

年
者
の
飲
酒
は
、
か
ら
だ
や

心
の
発
達
が
盛
ん
な
時
期
に

悪
影
響
を
あ
た
え
ま
す
。
お

酒
は
二
十
歳
に
な
っ
て
か
ら

で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
国
税
局

ま
で

下
水
道
を
利
用
で
き
る

区
域
が
追
加
さ
れ
ま
し
た

４
月
１
日
か
ら
古
門
の
一

部
、
城
ケ
崎
の
一
部
、
北
区

の
一
部
、
い
牟
田
区
の
一
部

で
下
水
道
を
利
用
で
き
る
区

域
が
追
加
に
な
り
ま
し
た
。

ト
イ
レ
を
水
洗
化
す
る
た
め

に
は
、
排
水
設
備
工
事
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
上
下
水

道
課
下
水
道
班
ま
で

給
水
装
置
の
指
定
工
事

事
業
者
を
追
加
し
ま
し
た

水
道
管
の
新
設
や
増
設
な

ど
給
水
装
置
の
工
事
を
行
う

事
業
者
に
、
申
請
の
あ
っ
た

次
の
一
社
を
追
加
指
定
し
ま

し
た
（
水
道
工
事
は
町
が
指

定
し
た
工
事
事
業
者
し
か
で

き
ま
せ
ん
）。

●
マ
ツ
キ
工
務
店
有
限
会
社　

▽
住
所
＝
北
九
州
市
小
倉

北
区
萩
﨑
町
７
番
３
号
▽

電
話
＝
（
０
９
３
）
９
２

１
局
５
４
１
３
番

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
上
下
水

道
課
上
水
道
班
ま
で

次
の
方
々
か
ら
寄
附
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
（
か
っ
こ
内
は
故

人
、
敬
称
略
）。

●
社
会
福
祉
協
議
会
へ【
香
典

返
し
】

▽
田
中
喜
凡
様
＝
大
池
（
サ
ヱ

子
）

▽
山
本
熊
枝
様
＝
八
尋
（
精
一

郎
）

▽ 

須
藤
公
子
様
＝
八
尋
（
晃
）

▽
狩
野　

淳
様
＝
弥
生（
政
子
）

▽
中
野
澄
子
様
＝
木
月（
拓
治
）

●
町
立
病
院
へ
【
香
典
返
し
】

▽ 

本
松
梅
子
様
＝
直
方
市
（
伴

一
）

●
鞍
寿
の
里
へ
【
香
典
返
し
】

▽ 

筒
井
房
枝
様
＝
古
門（
敏
一
）

くらしの情報

愛の
贈
り
も
の

下水道を整備するためは、多額の資金が必要で
す。現在、町が進めている下水道事業は、国から
の補助金や起債（町の借入金）、町費、そして受益
者からの負担金（受益者負担金）で賄われます。
このうち受益者負担金とは、下水道が利用できる
ようになった地域の土地の所有者などに１度だけ
課される負担金で、その額は１㎡当たり 500 円で
す。平成 21 年４月１日から平成 22 年３月 31 日ま
でに追加された利用区域の土地の所有者（平成 22
年４月１日現在）には受益者負担金が課されるこ
とになります。対象区域の図面は役場上下水道課
下水道班で閲覧できます。

１㎡当たり500円
下水道を利用するために
１度だけの受益者負担金

受益者は、土地の所有者などからの申告により
決定します。また、申告書の発送から、負担金の
納付までの流れは次のとおりです。
①４月中旬に土地の所有者へ下水道事業受益者申

告書を送付します
②申告書には、土地の所有者や地目、面積などが

記載されています。その内容を確認後、変更な
どがあれば訂正し、署名・押印のうえ５月中旬
までに同封の返信用封筒で郵送してください

（役場上下水道課下水道班に直接持参されても
結構です）

③申告書の内容に基づき負担金を決定し、負担金
決定通知書や負担金納入通知書などを７月上
旬に送付します

④記載内容を確認のうえ、町指定の金融機関で納
付してください

納付方法は次の３つから選択できます。全期一
括納付や各年度ごとの一括納付を選択した場合、
報奨金が交付されます（実際は、報奨金を差し引
いた金額で納めることになります）。
● 全期一括納付　全 20 期を納付▷納付期限＝平

成 22 年７月 31 日まで▷報奨金＝負担金総額の
20パーセント

● 各年度ごとの一括納付　１年分を納付▷納付
期限＝各年度の７月 31 日まで▷報奨金＝負担
金総額の 10 パーセント

● 分割納付　各年度の各納期ごとに納付▷報奨
金＝ありません

　（納期限が土曜・日曜・祝日の場合には、翌日ま
たは翌々日が納期限となります）

● 問い合わせ　役場上下水道課下水道班まで

受益者は申告制度で決
定負担金の納付は
３つから選択できます

受益者の負担は１度だけ
利用区域の土地を
所有している人が対象

19 − 2010. ４
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●町の人口・２月の人の動き

平成 22 年４月号  No.604

・人口　17,869 人
・男性　 8,484 人
・女性　 9,385 人
・世帯数  7,576 世帯

（平成22 年２月28 日現在）

・出生  11 人
・死亡  32 人
・転入  44 人
・転出  145 人

■鞍手町役場
　〒807－1392  福岡県鞍手郡鞍手町大字中山3705番地
　電話（0949）42 局 2111番／ファックス（0949）42 局 5693番

■鞍手町ホームページアドレス
　パソコンから　http://www.town.kurate.fukuoka.jp
　携帯電話から　http://www.town.kurate.fukuoka.jp/i/

FUKUOKA

KURATE  TOWN

編集●広報くらて編集委員会
発行●鞍手町

　【鮭の南部焼き】１人当たりの栄養価　134kcal

■作り方
　①…わかめはもどしておく。たまね

ぎは輪切りにする。しめじは石づ
きをのぞいて小房にわける。

　②…バットにすりごま、しょうゆ、
酒、みりんを入れてよく混ぜたものに鮭を入れ 15 分から
30 分ほどおく。

　③…鮭、わかめ、たまねぎ、しめじをホイルで包み、オーブ
ントースターなどで焼く。

　【レタスのみそもみ】１人当たりの栄養価　29kcal

　■作り方
　①…レタスは洗い、水気をよくきる。
　②…ボウルにレタスを入れ、みそを

少しずつ加えながら手で軽くもむ。
　③…レタスにみそがまんべんなくな

じんできたら食べやすくちぎる。

　【紅白ゼリー】１人当たりの栄養価　100kcal

　

■作り方
　①…A、B それぞれの水にゼラチンを

入れて混ぜておく。
　②…鍋に牛乳を入れて火にかけ、温まっ

たら火を消し、A のゼラチンを加え
てよく混ぜ、砂糖を加えてさらに混ぜ、とけたらバニラエッ
センスを加えて混ぜ、型に入れて冷蔵庫で冷やして固める。

　③…いちごは裏ごしをしボウルに入れ、砂糖を加えて混ぜる。
　④…B のゼラチンを湯せんにかけ、とけたら③に加えて手早

く混ぜながら氷水にあてて冷ます。とろみがついてきたら
②に流し入れ、冷蔵庫で冷やし固める。

元気が出る

献立 食進会おススメのメニューです

■材料（６人分）
　レタス（450g）、みそ（45g）、花かつお（９ｇ）

■材料（６人分）

　生鮭（６切れ）、カットわかめ（2.5g）、たまねぎ（60g）、
しめじ（60g）、すりごま（大さじ３）、しょうゆ（大さじ２）、
酒（大さじ２）、みりん（大さじ２）

食進会では毎月１回定例会を行い、健康によい食事を作ってい
ます。今年度もたくさんのおすすめメニューを紹介していきた
いと思いますので、ぜひ、作ってみてくださいね。

□４月のカレンダー
日 曜日 行事内容

1 木

2 金 ポリオ予防接種（福祉センター：13P参照）
補聴器相談（役場：13時～14時）

3 土 補聴器相談（町立病院：９時～12時）

4 日

5 月

6 火

7 水

８ 木 １歳半、３歳児健診（福祉センター：13Ｐ参照）
補聴器相談（役場：11時～12時）

９ 金

10 土 いろりばたお話しの会（歴史民俗資料館：10時～）

11 日

12 月 春の総合健診　12日～14日（福祉センター：12P参照）
無料法律相談（くらじの郷：15Ｐ参照）

13 火

14 水

15 木 ４か月健診・ＢＣＧ予防接種（福祉センター：13Ｐ参照）
補聴器相談（役場：13時～14時）

16 金

17 土 補聴器相談（町立病院：９時～12時）

18 日

19 月

20 火

21 水 介護保険証交付　21日～23日
　　　（役場：８時30分～17時 15分　19P参照）

22 木 ７か月、12か月健診（福祉センター：13Ｐ参照）

23 金

24 土

25 日

26 月 固定資産税（１期分）・軽自動車税納期限
心配ごと相談（くらじの郷：15Ｐ参照）

27 火 補聴器相談（町立病院：14時～17時）

28 水
国保高齢受給者証交付（役場：９時～　18P参照）
乳幼児相談（福祉センター：13Ｐ参照）
補聴器相談（役場：13時～14時）

29 木 昭和の日

30 金

■材料（６人分）
　A ゼリー…牛乳（300cc）、砂糖（大さじ３）、粉ゼラチン（小

さじ２）、水（大さじ２）、バニラエッセンス（少量）
   B ゼリー…いちご（300g）、砂糖（大さじ３）、粉ゼラチン（小

さじ２）、水（大さじ２）




